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第 19回 全 国 多くズ学 習 研 究 集 会

1・ 開催期日  昭和 59年 10月 26日 (金)27日 (土)2日 FEl

2.研究主題  地域の教育課題をふまえた教育内容の製造
一

一 一 共
に 生 き

る
集 団 づ

く り を

一

一 一 一

開 催 要 項

3. 」ヒ

4・  I盤

5。 後

6。 会

全iIIIパ ズ学習研究会

広島県豊高校区教育推進協議会

広島県尾道教育事務所管内へき地複式教育連翠

第 19回全国パズ学習研究集会実行委員会  |

広島県教育委員会

豊釘ならびに豊釘教育委員会

豊浜町ならびに豊浜ltT教育委員会

豊圏・竹原教育振興会

広島県高等学校教職員組合

広島県高等学轍 職員組合竹原地区支部

広島県尾三地区高等学校同和教育推進協議会

広島県下島地区PTA連合会

全体会場ならびに分科会場

豊町立豊小学校

授業研究会場 (推進協全加盟校躍)

(D豊浜町立大浜小学校 同幼稚園 (斎小学校集合教育)
②  ク 豊島小学校 同幼稚園  ~

t31豊町立沖友小学校  向幼稚園

(a ク 久比小学校  同幼稚園

(D ″ 豊 小学校・ 同幼稚園

(0豊浜町V喜浜中学校

0豊町立豊中学校

181広 島県立豊高等学校
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程日

第  1 日 :

10月 26日 (金 )

10:00 受付 (各会場)

10 30 授業研究

14100 会場移動

15:00 開会行事

全体会

16:30 全国バズ総会

17130 会場移動

18:00 交流会

20:00

第  2  日

10月 27日 (土)

8:30 受 付

9:00 分科会

11:30 全体会

閉会行事

12 30 食

散

昼

解
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全 体 会 次 第

第 1日

I開 会 行 事

開会のことば    第 19回全国パズ学習研究集会実行委員    小、林 忠 一

主催団体あいさつ  第 19回全国バズ学習研究集会実行委員長   山 根   正

全国バズ学習研究会会長

後援団体あいさつ  広島県教育委員会 教育長

永 井 辰 夫

田 所   諭       導

豊・豊浜野代表 豊浜町長 石 井  周

豊・豊浜町教育委員会代表 豊浜町・教育長   長谷川   敏

広島県高等学校教職員組合執行委員長     岸 槌 和 夫

歓迎のことば    豊田郡下島PTA連 合会会長 梅 通  靖 介

I 活 動 報 告    第 19回全国バズ学習研究集会事務局長    越 智 曜 孝

事務連絡

第 2日

I 今後 の課 題
｀  名古屋大学名誉教授   塩 自 芳 久 先生

正 開 会行事

主

`壺

団体あいさつ  第 19回全国バズ学習研究集会副実行委員長  中 岡 正 男

後援団体あいさつ  豊町教育委員会 教育長          佐 (白 得 三

大会に参加して

感謝のことば    豊鴫・立豊小学校PTA会長         竹 本 幸 夫

閉会のことば    第 19画全国パズ学習研究集会副実行委員長  近 藤 健 次

-4-



第 19回 :全 国 バ ズ学 習研究集 会
 ヽ  実行委 員会役長       ‐ ;

指 導  名古屋大学名誉教授  塩 田 芳 久 先生
中京大学教授     杉 江 修 治 先生
南山大学講師     石 田 裕 久 先生

広島文教女子大講師  土 屋 孝 子 先生

実行委員長   山 根   正  (豊浜中学校長)
難実行委員長  中 置 正 男  (豊中学校長)
ク    近 ｀藤 健 次  (豊高校局

実行 委員   平 醒 福 徳  (沖友小学校長)
夕     4ヽ  林 忠 ―  (豊小学校長)
ク     信 圏 敏 之  (斎小学校彎
ク   藤 登 哲 郎 (大浜だ洋 4交勤

″     中 石 照 明  (豊島小学校長)
ク     望 月 和 夫  〔久比小学校長)

事務 局長   越 替 昭 孝  (豊高縛
事務局次長   花 本 喬 二  (豊小学校 )
ク     ニ 宮   力 (豊中学校)
ク     谷 水   永  (登島小学詢
ク     横 手   茂  (豊浜中学校)

事務局員   :住 吉 光 彦  (豊高校)
ク   出 jil克 彦 (ク )

ク     佐 4白 志津代  ( ク )
ク   奥 家 豊 治 (′ )

ク   新 開 涼 子 :げ )

ク   中 洲 裕 美 :(″ )

ク   菊 団 一 夫 (ク )

ク   新 谷 常 又 (ク )

ク   笹 原 法 義 :(″ )_

-0-



第 19'国 全 国 ぶ ズ 学 習 研  '
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校種 分科会 研 究主題 研 究 内 容
´
提 案 者

全 同和教 育

地域の教育課題をふま

えた教育内容の飼造ヘ

向けて。

沢田 映子 (兵庫 lE路 城陽小)

横手  茂 (推進協事務局)

全 2 幼稚園教育

遊びの中で経験を通じ

ていきいきと活動でき

る保育を考える。 推 進 協 全 図

ィjヽ

3
複 式教 育

のあ り方

複式学級にかける授業

改善のあり方.

集合教育の実践のあり

方。

惣明 修市 (推進機 沖友小)

広近 先子 (推進協 大浜小)

4

やる気を

育 て る

授業改善

A 国語を中心に。

覇
鳩
醗
癖

徹也 (兵庫 議西 北条小)

克彦 (愛知 春日井 西山
/jヽ)

卓夫 (推進協 豊小)

B 社会を中心に。

田

野

形

柴

中
　
山

忠 (滋賀 愛知川小 )

均 (新潟 保田4う

義晴 (推進協 豊島小)

C 算数を中心に。

辻  善造 (愛知 春日井 4ヽ野小〕

鈴木 睦子 (徳島 鳴門 里浦小)

宮地キヌ子 (推進協 久比小)

中

　

一島

5 特 別 活動
学習集融と生活集団の

統合をめざす。

目黒  泰 (岩手 盛岡 河南中)
梶田 久忠 (愛知 春日井 中都中)
木
'|1 

春治 (推進場 豊中)



究 集 会 分 科 会 一 覧   |
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司  会  者 助 者 記   録   者

岩田  好  :
(兵庫 的形小)

谷水  永
(推進協 豊島小)

塩鵬 芳久 (名誉会長)

新田 正彦 (元 豊高校長)

t県教委同和教育課) 中測 裕美 (推進協豊高)

土屋 孝子 (文教女子大)

新開 涼子 (推進協豊高)

森本 俊和

(兵庫 男鹿小)

梶田 正巳 (名古最大)

池上 誉雄 (徳島 里浦小校戯

島田 恭次 (尾道教育事務所)

橋浜  浩 (尾道教育事務所)

原野 和美 (推進協沖友4う
上野 湯美 (推進協斎小)

丸山 正克
(愛知 平尾小)

北村 艶子

(徳島 元 八万南小 )

麓内 信善 (北海道教育大)

稲垣 菊夫 (愛知 高森台中鶴
芝山 吉宣 (尾道教育事務所) 中段 美枝 (推進協豊小)

大関  =厳
(新潟 ・南申野山小)

中村 鐘章
(愛知 松平中)'

石
　
田

′‐、ゲ
　　
士
口

寛文 (神戸大)

武男 (兵庫 御国野小校長) 森岡  縁 (推進協豊島小)

高村  博
(滋賀 五個荘小)

山本  同1
(兵庫 城陽イう

太田 信夫 (筑波大)

松本 重雄 t愛知 松山小校長)

山本 輝明 (尾道教育事務所) 川原 格子 (推進協久比小)

堀場 正美
〔愛知 鷹来中)

塩田 博久
(広島 安浦中)

市川 千秋 (二重大 )

自井  仁 (愛知 元 中部中校鋤
森田 利夫 (愛知 西山小校長)
植木 章弘 (尾道教育事務所) 岡野 光懸 (推進協豊中)



校種 分科会 研 究 主題 研 究 内 容 提 案 者

中

一尚

6 授業改 善

単元見通し学響による

授業改善。

萩鑽 優子 (兵庫 姫路 書写中)

伊藤 三洋 (二重 朝明高)
望月 民雄 (推進協 豊浜中)

7 集団づ くり

基礎学力の充実をめざ

す学習集虜づくり.

加藤 光明 (岐阜 土岐 泉中)

黒本  潤 (推進協 豊高)

-8-
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司  会  者 助 者 記  録  者

近藤 慎平
(岐阜 泉中)

渡jli敏行

(推進協 豊浜中)

石田 裕久 (南山大)

望月和三郎 (東京 清瀬 5中絞長)
開本 益夫 罐 教育事務所) 藤原 英子 ,(推進協豊浜中)

松田 福義
(兵庫 林圏中)

岡本 一士
(広島 広高 )

杉江 修治 (中東大)
旗藤 倖― (兵庫 四郷小校彎

佐伯志津代 (推進協豊高)

… 9-



広島県豊高校区教育推進協議会

1978犠

6月 13日

28日

29日  |::

30日

7月 24日 γ 25日

8月 27ロ ヘ′28日

9月  7日

8日

12日

13日

14日

26日

27日

10月
‐
2日

3日

4月 16

6月  7

28

29

日～ 1

日

日

日

7日 実態調査説明会

豊幼稚園.公開研究会

豊中学校   ″

豊高等学校  ″

-' t0

6年 の 歩 み ―一 行事 を中心 に
一

o 一年の準備期間を経て,本豊高校区推進揚が結成される。
‐

:○ ´第 13回全国がズ学習研究集会開催

豊高校区教育推進協議会 結成大会

ャィポジウム「 一貫態勢とは何か」

豊浜琴地区学習懇談会

豊野地区学習懇談会

第一回全員合宿研修会

第二回全員合宿研修会

各校別学習会  (豊高校)
ク    (豊  中)
ク    (豊 島小)
ク    (沖 友4う
ク    (豊 浜中)
ク    (斎  小)
ク     (大 浜小)

ク    (豊  月う
r/         (久比/Jヽ )

0月 20日 ～21日

1月 22目

第 13国全鶴バズ学警研究集会 (全体会場・豊中)

総 括 会 議   (豊  高 )

(豊高校)

(   //  )

(豊島小)

(久比小)

(本 ―江)

(本 江)

1979年 度

0 5ケ年計画による。実態調査が実施される。

°ノ各校公開授業研を毎年開催することを申し合せる。 (含幼稚園)

0 第一次実態調査研究報告書「 教育課題を求めて」刊行

〕合同研究会



「

7月 30日

10月  4日 .

11月 27日  1・
//

//

″

11月 21日 ～ 22日

12月  7日

rr/

2月 21日

1980年 度

5月 29日
｀
 6月 11日

6月 1911

19日

23目

24懇

10月 21猥 ～ 22爾

11月  6興 ～  7轟

13日

20日

21日

1月 29日

1981年 度

套曇」:言曇 
会議
TT会 1 ‐7研究守 ι

豊小学校

第 2躍推進協総会 (実態調査報告研究会) (久其だヽ)
斎小学校 公巽研究会

第 14回全墨バズ学習研究集会参加  (姫路市自鷺中)

会究研一同

一

一〈
口
，　
　
　
一．

１会
餡

″

″

ク

開

ｉ
´
　

、

公

一

０

　

　

０

第 20国広島県へ越地小規模校研究大会開催 (各校授業公開)

第2次実態調査実施

第 3回推進協総会

豊幼稚轟公開研究会

沖友小学校公開研究会

大浜小学校  オ

豊高等学校  ″

豊中学校   ″

第 20国広島県へき地小規模校教育研究大会 (豊小)

第 15回全躍ギズ学習研究集会参カロ(滋賀県五儀荘4う

豊島だヽ学薇/Ak翼研究会  |:    1

霙量貢言霞
｀
:  ]含尚1究基     1.

豊小学校   ク   1  :         :

(実態調査敬究会) (久 比小)

] 
合同研究会

1 
合同研究会

０

　

　

０

　

　

０

推進協実践目標決定

<共に生きる集団づくりを>
実践目標 具体案刊行

実践目標研究会発足

:就学前教育部会結成

<教育活動0全領域て言語認識を>

― - 11 -



|10第 3攣 鰯 援 施 :      :
|

6月  1日

24日

ク

//

7月  7日

10日

11月 12日 ～ 13日

17日

18日

20日

26日

12月  8日

1982年 度

6月  2目

22日

25日

26日
:8月 27日 -28日

10月 27日

11月 1 l Ei

19日

24日

25日

26日

//

12月  7目
′
2月  1日

2月 24日 -25日

第 4次実態調査実施

全睡バズ学習研究集会 日程が提起される.

第 4回推進協総会 (実践目標研究会)  (久 比小)

↑胃 
究会
  :同
1言す

久比小学校  ″

豊幼稚園   ク

第 16回全国パズ学習研究集会参加 (力露西市北条小)

二言曇菫倉

開
彎
ア

会

】 杏同研究会
、

豊島小学校  ″

登小学校   ク

大浜小学校  ク

０

　

　

０

第5回推進島総会 (実践目標校種別研究会) (久比4う
豊島小学校岡幼稚園公開研究会

豊高等学校公開研究会

基礎講座「 ギズ学習入門 J バネルディスカッション (豊高)
第 17回全国バズ学習研究集会  (津市 =重大学)
第 24回広島県国公立幼稚園連盟研究大会提案  (福山市)

合同研究会

理料教育部会技術講習会 (沖友小)

― 12-
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会究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

研

ク

ク

ク

ク

ク

″

ク

開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



1983年 度

7

8

10

11

月 20日

用  3日 ～  4昌

21日

24目 -25日

燿 4日 ～ 5日

月 27日

月 7日 ～  8日

11日

26目

月  9日

10日

11日

15日

25煽

29目

1984年 度

。 第 19回全国パズ学習研究集会開催決定
o 先進校視察報告書「 座標 J撃1行
o 第 2次・ 3次実態調査報告書「 教育課題を求めて J■1行 .

6 第5次実態調査実施             ″

５

　

６

新会員研修会                (豊 高)

小学校会員先進校視察 (加西市 北条小学校)

沖友小学校公開研究会

中,高校全員先進校視祭 (姫路市安室申学校 )

就学前教育部会先進園視察 (広島文教女子大貯属幼稚興 )

第 6回推進協総会 (実態1馬査移i究会) (久比小 )

第 18画全国バズ学習研究集会参加  (五泉市五泉南小)

斎小学校 公嘉研究会

久搬 jヽ学校  ク

豊兵中学校  ク

豊中学校   ク

豊高等学校  ク

豊島小学校  ク

豊小学校   タ

大浜小学校  ″
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合同公開研究会

rO 第 19目全国バズ学習研究集会

実戯講座  学習指導案 トンーニィグ,実践交流  推進鶏内交流研究会

推進協結成時より 、協議会 (決議機関),一 十~~ 40回

実態調査研究委員会 一一一言 19画
・  ́   i就 学前教育部会        16園

その他領域別 ‐―丁二~~~`約 50回
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広島県豊高校区教育推進協議会

私たちは倒を求めてきたか。 |
す これまでの実践のまとめ

―

1978年 10月 20日 ,211日 の両日,第 13回全国バズ学習研究集会を,こ の地で開催さ

せていただきました。

そして,丁翼 6年の才月が流れました。

再び全国から先生方においでいただき,第 19圏全国バズ学習研究集会を開催させていただ

きます。

同租教育とバズ学習の統合をめざしながら:「 地域C7D教育課題をふまえた教育内容の創造 」を

研究主題 :で ,当面 ,幼 ,小 ,中 ,高一貫教育態勢づくりを目標に発足しました ,広島県豊高校区

教育推進幾議会は,第 13回全国バズ学習研究集会露催という具体的な行動目標なしには,ま だ

多くの才月を費やさなければ組織できなかったであろうと思います。

全国の先生方の。いわば胸をお借りしてのスター トでありました。

第 13回全国集会で私たちが用意しました資料は160ページの鸞子でありました。しかし,

その 3分の2は全国の先生方から送っていただいた分科会提案要旨であって,私たちの理ったも

のはわずか 50ページに満たないものでした。

だから私たちは ,これからの浩動を見ていて下さい。必ず再び開催し,その後の取り組みを見

ていただきますから.そ うお約束する以外にありませんでした。

その意味では本園お約束を果たしたこと1/Cな ります。しかし6年間の成果をごらん下さいと胸

を張れるのかといえば ,や l・■り残念ながらひとつの過程に逸ざません。

前画お越 じ下さり,今日同じ学校で授業をごらん下さった先生の中1/Cは ,前回の方がよかった

しゃないかという印象をお持ちの方もいらっしゃるだろうと思います。

事実この6年間,各学校単位でみていくと,さまざまな疎外条件の中で浮き沈みをしてまいり

ました。今停滞期にある学校もあります。

穐か堂々巡りをしているだけに感じられるかも知れ甕せん。しかし。なわめて緩やかではある

が ,着実に螺線階段を昇りつつあると信じています。

_本文の前に,豊高校区推進協の歩みとして,編年体で行事だけを書かせていただいていますが

それでも4ページを費やしました。

これまでの実践をまとめさせていただくと申しましても,実に複雑 rF_か らみ合っており,その

総べてをまとめ切る力量を持ち合せていません。

したがいまして,今日ご参/J8下さった授業研究 ,現 日の分科会提案の内容など総べてを含めて

ご理解いただけるものと甘えさせていただき,主要に組織的な流れを概括していくことで ,その

賛めを果たさせていただきます。
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:

第 13回全国集会とその後
1178年 10月 20日 , 豊町立豊中学校体育館において,本田とほぼ同じ設定の中で,基調提

起と銘うって,大略次のょうな提起をさせていただきました。

この地域の幼 .小 。中.轟総べての学校教職員が結集して,豊高校区教育推進協議会を組織じ

新らしく教育運動を展開しようとしている背景は地域の実態にある。

●      瀬戸内海の離島という地理的な条件が.行政的な手だてのなさと相まって,常 に疎外状況をつ   )

くり出している中で Jこれまで幾度かの盛哀をくり返してきたが,島民の進取の気性と興拓精神

.各.     が ,こ の地をみかんの代表的な産地にまで育ててきたり,また漁業も新しい漁場の発見や漁法の

_ 開発をさせてきた。

しかし,島の疎外状況が,島全体を差別の対象Ftさせてしまい。その中で下見て暮らすという

分裂を呼び起こし,差別が構造化している実態がある。

そして:みかん産業の構造的な不振に代表される産業の低迷が ,若者の流出となり過疎化がし

だいに進行し,家庭状況も悪化している。

これらの実態をはね返すためにも,｀今教育の果たす役害じは大きい。

その基本的な観点は,地域住民が真に連帯できる基盤づくりとして,被差別部落の完全解放を

めざす同群教育運動を高めることにある。

今 ,そのために地域く
゛
るみの教育を志向しなければならない。

私の子から,私たちの子への発想の転換を通して,地域の子どもは地域の責任で育てるという

地域教育づくりを進めなければならない。

そのことを我々の惧むからとらえると「 地域の教育課題をふまえた教育内磨の創造 」ということ

になる。

そして,こ の研究主題を追求するための推進母体を確立するために,幼 .小 :中 .高=貫教育    _

態勢づくりをまずめざさなければならない。

第 13回全国集会において,全国の先生方の全面的なご援助にょちて,私たちが当初期待して

おりtiし た上述のねらいを具体化する第一歩とさせていただきました。         こ

私たちには予想外の訂極もいただきました。       ィ
しかし:お約束通りここが起点であり,これから具体的にどのょうに活動を進めていくかが最

大の課題でありました。

第 13回全国集会の各校の総括を経て全体での総括会議を終えても,なお具体的な方白付けが `

明確にな りませんでした。

今後 も授業改善を軸に活動を進めてぃくことは確認し合いながらも,そこからす歩踏み出をな     
′

い背景は何かを話し合っていく間にやっと気付いたことがありました。

それは同和教育の観点冬
=っ
て,児童・年徒の進路保障をめざす取り組姿を,地珈 教育課題   ‐ 1

をふまえて推進するといいながらも,実は眼前にいる児童・生徒を本当につかんでいないのでは
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|    なかろうかという疑間でありました。              :    ,そ 1

・   つかんでいるつもりにならているだけで,科学的にひとりひとりの子どもの実態が見えていな
いのではないかという反省でもありました。                            ｀

教育の科学化を標榜するバズ学習の観点にェっても,やはり足元の問題であります。          |
・   かつて,豊島小学校において医学部門まで含めた児童の実態調査が行われ,その調査結果がや  :

がて豊浜中学校でのパズ学習へと結実していった過去の実践に学び=改めて全児童 ,生徒を対象

、
く   に実態調査を本年度から実施することが決定されました。                       こ

また,授業改善をょり確かなものにするために。各絞共一年に一度は必ず公閑研究会を銀催す

'    ることも申し合され,記念すべき第一年度は終了致しましたg   ヽ

`            
へ

‐      今回の実態調査は,主要には私たちの共通:する教育課題を●A~らかにするのがねらいでありまし

たので:児童・生徒の学校生活を中心に調査を進めることにし,ど のょうに実施するかについて      |

は,ご指導いただいている塩日芳久先生にご相談申=し上げました.                  ―

.    
そして,塩田先生のご指導によって,知能模査 (教研式)標準学力検査 (教研式)学習適応性      `.

検査 (教研式)学級社会構造調査 (杉江先生)の 4預域のバッテリーを組んでいただきました。

研究スタソフは,塩田芳久先生をはじめ,杉江修治集生 (中京大).嘉内信善先生 (当時大飼

工大第一次のみ).石田裕久先生 (南山大),石爾勢津子先生 t名古屋大)の 5名の先生にお願    :
い致しました。

いよいよ実施するとなると,やはりいろいろ各校現場での調整が必要でした。

最終的に決定した実施方法は次のょうになりました。                      |

1・ 調査は 5夕年閥継続して行う。                                 一
｀`    2.学 校別 ,ク ラス加の比較をさけるために,個別のデータは当該校のみ示し公表しない。     |ン

3・ 学力横査は前年度を対象Ft行 う。

4。 したがって,4～ 5月 rc検査を実施する。   1                     ´

5.5ケ年間継続して記裁できる値票をつくり,次へと送って個の追跡を行 う。
179年 4月 ,まず調査方法の学習から始まり,イ各校代表による実態調査研究委員会が組織さ     ` 「
れ4～ 5月 に第一次の実態調査が実施されました.

そのデータ処理.分析 ,考案を研究スタソフにぉ慇いし,第 1次笑態調査研究報告書「 教育課      :
 `   題を求めて」が発行されたのは, 30年 3月でした。                i

続いて第 2次調査と,調査は毎年度実施されて棒くのですが ,そのデータを読み取り具体的な

教育課題を導き出す作業はなかなか進捗致しません。                |

第 1次の実態調査結果にもとづく実態調査研究委員会 C)研究協議の末,具体的な実践i目標がま

とめら.れたc)は 180年度末でありました:、   三             社f  
・       : ‐ 

‐

そして。 '81年度,実践目標:として「 共に生きる集題づくりをJ「教育活動の:全筑域で言語

: 認識をJの 2襄目を全会員に提示敦しましたo
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1     それと同時に実践目標具体化のために,研究委員会の下部組織として :実践悪標研究会が自主
.      

参加にょうて結成され,実競目標具体案なる青子が全会員に屋いたのは,その年の 10月 であり

ました。

すでに実施から3年経過しておりました二

くわしくは本国資料としてお手元に届けております.第 2次 ,舞 3次報告書をごらん下されば

いくらかお解 りlvnただけると存じますが ,総べてが遅れてまいります。         、

すでに昨年質初め,第 5次実態調査が終了致しております。 しかしその最終報告書はまだでき

ていないというょりもできないでいるというのが現状です。

1        この間,毎年度研究スタソフの先生方からきびしいご指構を棒ただいてきましたし,調査のデ :

―夕も必ずしも望ましい方向へ進んでいることを示していません。

|        この調査結果にもとづいて,どのょうな実践を具体的に行なったのか。そして,その結果どの

ょうに変容して行ったが。という研究と実戯ぜ〕サイクル化がこオ1.ま でできていませんでした。

|  ‐‐    常に実験が立ち遅れ ,研究者の先生方にご提供できる資料が少ないという段階で今理まで経過
してしないました。つまり生かし切っていませんでしたc

私たちは今やっと追い付いてきたと思ってい査十。

_ この貴重な 5ケ年の実態調査データを基礎 として,今年度から始めた追跡調査と実践の突き合
:・
    ―

せの中で。より確かな実践を始めようとしているとお受け取りいただければ幸いです。

1        公開研究会を通して

私たちは先に中しましたように,授業改善を組織活動の軸にしてまいりました。

「      認知的目標と態重目標の同時達成をめざすというバズ学習の基本理念に対する同和教育の観点

|       からのアプローチであります。

極論すれば.授業の中でこそ生活指導をということでしょう`:

また ,人間関係の基盤としての協同事態の体得こそが ,今日の差別社会を打破する基本的なエ

|        ネルギーを生み出すと思換ます。

そうした同泰教育とバズ学習の統合を込めての授業改善です.

.        毎年度一度は必ず公開研究会を開催するという,初年度に組織内において確認されました方針
はこの5年間堅持されてきました。

もちろん,日 常的に技内研究会も月夕」化している学校がふえてきました。
‐        だれもある磯では授業を公流することにいくらかの抵抗を持っているのが不音のところでしょ

うが,少なくともしなければならない仕事として定着してきたように思います.

もう表面上は公掬じ授業研究をするのが当り前になってきました。いわば建て前に本音がぐん

と近付いてきたと松えましょう。

`       80年 10月 ,第 20回広島県へな地小規模校教育研究大会の開催を推進場がお引き受けした
.      段階では,すでに運営上の詭題だけに集中すれはよい状況になって杯ました。

当初,公揮研究会として全絞が合同で儀地域へご案内するのが珍らしかったのか,かなり多く
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の先生方がご参カロ下さっていました.

しかし,年を追うごとに .～ 他地域からの参加は少なくなってきて,組織内の実践交流的な色彩

が色濃 くなって峻いりました。

たしかに年購10回 を越える公開研究会があるのですから,付 き合い切れないという面もあっ

た.よ うに思いますが,参加される先生方からみれば毎年同じことをやっているだけではなわかと

お考えになったのだと思います。

事実経続は力なりだけであった時期もありました。実験目標の下位轟標を各校で設定しての取

り組みではありましたが,研究会のための取り組みという枠からなかなか抜け出ることはできま

せんでした。あるいは4‐ 日でもそうかも知れません。                一

ただ,こ の繰り返 しを通して 。よりよ″い授業への模索が決して影としては表われなかったが続

けられてきていたのでしょう。単元見通じ学習の有効性が理解され ,次第に単元見通じ学習によ

る費業研究惨l増えてまいりました。

バズ・単元見通じ学習

'31年 10月 : 滋賀県五個荘小学校と塩轟芳久先生および研究グループの先生方による協闘研

究の成果が「
バボ学習による授業改善 Jと標還されて予:行されましたし

ここにご参集の先生方は十でに学習なさっていることと思いますが ,塩圏先生が永年温めてこ

られた,心理学における洞祭の概念にもとづかれた学習の構造化の理論と20年近い五1轟荘小学

校の実践の1責み上げとの中で結実した成果であり,刊行された段階ですでにその有効性の論議に

は終止符が打たれ,ど う自分の実践に運[み入れていくかが課題になったといえましょう。

私たちも早くから塩圏先生のご指導によって形だけは取り組んでまいりました。

中学校では単元単位見通じ学習と呼び .高校てはユニット学習と呼んできましたし,それぞれ指

導案のモデノィもつくっておりました。

しかし実態は,単なる学習指導法の一方法であるととらえている者,学習指導案●書き方のひ

とつとしてとらえている者 ,こ の学校のやり方だと書」り切っている者など,基本的な学習抜きで

さまざまに受け止められてきました。

中にはこれを強告Jと 受け止め感情的なンベルの反発もあり。あえて無視する者もいましたこ

もちろん。私たちは指導法の画一化をねらっているのではありません。ょりよき学習法を求め

ての日常活動です。しかし徹底した学習を日常的に行うにはあまりにも多忙な現実もありますo

そのょうな低迷から脱じ切れたのかとぃえば,と ても言い切れない状況下にありますが ,単元

見通し学習を有効に活用できる基盤は,徹底した学習技能のプ‖練による技能習得が必要であるに

もかかわらず ,態度的目標として掲げていることでよじとして,認知的目標に突っ走っていたと

いう現状に対する反省から,す定の合意が始まったところからのょうに思われま、す。 1  _′
昨年度当初に,第 19画全国集会の開催をお引き受けすることが決定し,ま ず全員参加の先進

校視察 ,その研修内容を全員が提出し集麟決定方式で編集された報告書「 座標 Jの鷲i行などを通

し,昨年度の公開研究会は大部分単元見通じ学習法による授業研究になってきました。
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今年度。4月 25日 に開催しました総会において:始めて,バズ学習の理論にもとづいた単元

単位の学習指導法に一定の合意が得られたことを表明すると同時に,その学習法の呼称を「
バズ

・単元見通じ学習 」ず統下することを提唱したのでありました。    ■
―学新の推進協内研究会以降,本国の授業研究に至るまで,私たちはどのょうに活用したらよ

いのかという発想への転換がままぼでき上ったと考えていま―と.

そして,本 墨の授業研究の学習指導案 (資料 I)を ごらんいただいて,一応体裁が整 ってきて

いることはご理解いただけると思います。

ただ ,あ くまで も一応体裁が整った段階であり,これからが教育薔究であろうと思います。|

ギズ学習が解る解 らないの陶題ではなくて,実は教育○本質をどこまで追求しているか裕ない

かの問題であるという観点に立てる獲は近かろうと思 っています。

■      縄識を活かすために

1私たちの豊高校区教育推進協議会は,文字通 り地域の教育を推進するためにI校種の違多各校

が集まり,一定のコンセンサスが得られた教育活動を共に行うという協議体です。

ヽ より創造的な活動を行なうための鶴約になるものは排除しようという考え方から,1これまでも

多くの論議を呼びましたが,未だに規約も持たないて違営してまいりました。

しかし,組織として活動の方向性が打ち轟された場合,その遂行に当ってはやはリー定の強制

力を生んでまいります。

結成以来 7年目の若い組織ではありますが ,第 13闘全国集会当時の会員はすでに 3分の 1を

害1っていますし,学校によればすっかり入れ替っ
―
ているところもあります.結成に参画さガした校

長さん方も,すでに昨年度末で全員現場を去られました.              ャ

: そのょうな状況の中では,各校の現場での討議を経て,充分な話し合撚の結果出た結論であっ
て。組織的な手続きとしては,何の問題もないでは済まされないことがあります。

 ヽ     何かしら上からやらされているという額象を避け難い現実がありますc

本当にひとりひとりの会員が私たちの推進協であるという主体的な参加と活動が可能な組織と

するためには,組織内に自主的な緋究サータルが生まれ,そ こで ty‐D活動を保障していく態勢がつ

くられなければならないと考えています。

私たちはこれを無域男断 究と呼んでいますが,ま だ継続的な活動になっているサークルがない

`  `  状況で九     =
:ひ とつには既存の多くの研究組織があり,それに屋上屋を重ねることになる現実があり・,も は

や物理的に継続が無理だという背景もありますが ,やはり研究テーマの具体性と,総べてを統合

していく発想がきたえられなければならないと思っていますG        =

現在 ,継続した活動が続けられていますのは,組織内5幼稚麹教員による.就学前教育部会で

あり, 81年度lFC組織されてから今日まで ,ぶ かなりきびしい条件で活動が進められています。

今次全国集会におきましても,ひ とつの分料会を受け持ぅてもらって棒甕十ぶ      1
くわしくは,第 2分科会資料をごらんいただきたいと思いますが.過疎化の進行の中で,こ の
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地域における幼児教育は一般町民に対する啓発活動 も含めて大へん重要な時期にさしかかってい

ます。

その中での一貫教育態勢の要としての役割が期待されています。

今日までの私たちの活動は,こ のょうな活動の土壌づくりにはなったと自負していますこ

地域fFt支えられて

私たちのこれまでの活動は,私たちがひとつずつ話し合い合意に達し,そ して不充分ながら推

進してきたと,こ こまでご報告申し上げてきましンた。

すでにお気付きだと思いますが,こ の活動を遂行するためには英大な財政的な援助がなければ

なりません。

私たちは結成以来・7年間 ,豊町・豊浜町 ,両町の町長さんを初め町の理事者の方々,両町教

育委員会の探いご理解の中で育てられてないりました。́

私たちの提出する活動計画と予算申請に対 L′ て,違疎化と行革のきびしい財政事情にもかかわ

らず,常に満額の予算捨置をして下さいました心

昨年度は,本研究集会を成功させるために必要ではないのかと,準備のための予算を上乗せさ

えして下さいました。

私たちの運動にいくらかでもいい評価がいただけるとしたら,それは私たちの力よりもこうし

た両町と,その背後にある地域の方々の=地域教育に寄せる熱い願偽に支えられ,ラ Iき 上げられ

てできたことだと般、っています。

いささか内輪めいて恐縮に存じますが,こ の席をお僣シして両嗜
‐
に対して深く感謝申し上げる

ことをお許しいただきたいと思います。

今日.日 本の教育をめぐって,さ まざまな議議がたたかわされています。先日は ,臨教審 も発

足致しました。

確かに21世紀を展望した,新しい教育改革が必要な時であろうと思います。そのこと1/4い さ
さかも異論をはさむつもりはありません。

しかし,そ うした時期だけに,私たちはこ√)地域にこだわり続ける教育活動を展開しなければ

ならないと思っています.

ひとりひとりの子どもを見つめ,その背景にある地域の現実に深 く参入 し,子どもと多そして

地域 と,共に生きていく私たちでなければ,どのようにすばらしい教育告L度がつくられ,教育環

境が整えられたとしても,血のかょう教育は成立しないと考えるからです。

私たちの主偽をきたえあげ,日和教育とバズ学習の統合を展望して,日 々の実競を創り上げて

いきます。          ・

私たちはまた今後の決意を申し述ぺる以外に締めくくることばはありませんな

全国からご参集下さいました先生方に,本研究集会はも、とより今後もこれまで以上のお力添え

をお願い申し上げて,活動報告をさせていただきます。                 ‐

一 船 ―



第 1分 科会  同 泰 教 育  ::

地域の教育課題をふまえた教育内容の創造

推進協事務局 横 手   茂
はじめに           | |

地域の教育課題を日本教育の観点に立らてとらえるということは ,私達が同和教育をどのよう

にとらえているか1/Cかか っている。

1  したがって,まず最初に私達のとらえている同稗教育につ軽て述べたい。
同秘教育は教育の場において過去から今要に至るまで ,被差別部落出身者を中心に疎外状況に

おかれた多くの人たちを差測してきたという事実の告発によって始まっている。そして その差      ‐

別の解消をめざす全ての教育的手立てを指している c

端灼 :ていって ,被差別部落に集中的象徴的に現象している差別実態からの完全な解放をめざす  ●
教育が同和教育である。

今日,民主教育の理想を実現するためには ,まずなによりもこの人権侵害の事実の解消力`その

前提となる。つまり今日最も緊急を要する教育課題であると同時に ,教育の本質に関っている問
:

題である。

同和教育は広範な解放運動の一翼をになう,人鎖変革の運動でもある。    、          J

そのためには ,全ての現象を本質に返して棒くという科学的な態度がなければならない。      1
: なぜなり,猥前の差別実態を解消するためには ,対症療法的な対応では根本的な解決につなが

らなれからである。もちろん対症療法的手立ての必要な場合もある。

差別は分裂支配の手段として人為的につくられたものであるから1こ のようにまず差別を見抜

くことが必要であるが,見抜いただけでは解決にならない .

差別を許さないという行動を伴なう積極緯態度がなければならない。

そのためには 。その差別を自分のこととしてとらえる ,郎ち部落差男馨を自己との関りでとらえ

なければならない。それがなければ単なる同情や恩恵を与えるといった位置に止ま って L′まつ。

いわば ,同泰教育な自己の変革を包含した教育活動である。

いささか要約にすぎると思つが ,基本的な観点を以上のようにとらえている。

地域の実態

翠鍵 の地域の実態をとらえるという時 ‐ヒ′ばしば自己の活動を正当化する意識が働 き,蒸難性

を正当化するために ,地域の特殊性のみを強調するという傾向がみられる。

このことも差別性の表われであるが,こ れから述べる地域の実態は 私達の地域圏右のもので
はなくて ,本質的には普遍性のある実態であるととらえていることを予めお断 りする。

また ,私達の地域の実態と松っても,江戸時代からの小さな村落 ,現在の小学校区ごとにその

実態もかなり様相が異なってく́る。

その上 ,こ のような小さな村落になぜ被差別部落 (草甕身分安芸藩の呼称 )が必要であったの    :
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かとい うた歴史的な解明を初め,ま だまだこれから実態を明らかにしなければならない問題が多

く残されていて ,今そうした調査研究が始まろうとしている段階である。       .
したがって,教育課題を導き出すという側面にのみしば ってとらえてみたい。

私達のこの地域は歴史的にはさまざまな消長があり,水軍の本拠地のひとつであったことも ,

また海上交易の中継基地として栄えた御手洗港など,繁栄の歴史もあるにはあるが:「島という地       :
理的条件が常に生活に一定の制約を与えていた。                            會

狭い土地 ,と りわけ農業の基本である水田はわずかで ,芋・麦などに頼る生活 ,不足勝ちな水      ‐

など,回 りが海にかこまれていて,魚介類など海産物もあり,必ずしも毎日のくらしに事欠かな

か ったかも知れないが ,基本的には貧困な状況におかれていた。                _   
尋

一方陸地部はどうであ ったかといえば ,やはり下見て暮 らす以外に立 f瀬のな棒週酷な収奪の

中で農民を初めとする民衆の暮らしがあった。                            1ヽ
その下見て暮らすという玉突き的な現象の地域的な終点に島か位置付峰ていた。その差別の歴

史は永 く,分裂の手段としてつくられた差別は当然のこととして ,こ の島内においても幾重にも

差別構造をつくり轟してきたC)で ある .

いずれの地域にもあった農民階層内での土地所有高による身分階層分化が ,非常に小さな耕作

反別の中で起きていたと考えられる。

また ,集落ごとに他集落を低める言動があったり,や がて出現してきた漁民階層が差別の対象       :
にもなってきた。

こうした差別構造はたえず差別意識を再生産し,近年 ,部落解放同盟を中′心にした解放運動の

高まり,それに呼応する同和教育運動の進展があっても,表面的にはいくらか改善がみられると '
しても,やはり同じ状況が続いている6

このことが端的に現象されているのが差別事件である。

氷山の一角的な現象である差別事件の続発といってい棒状況がある。               1
多くは学校において起きているが ,その内容は被差別部落大衆を傷付けて止まない餞称語が相

手な1象め合うという (こ こにも問題がある )や りとりの中で ,罵倒すること
゛
ばのひとつとして唐

突な感じで饉て くるのである  ́      |                           '

そのような差別言動に対する背景を明らかにするための事実確認を行うと ,大部分のケースは,

何時 ,誰れから教わ ったか判然としないっいつのi調 にかである。大人の会話の中で何度も耳にし
'

ている。中学校段階 くらいからは自分たちの仲間でもつかうようにな った。といつのである。

つまり,現在の大人たちが差別意識を持たされてきた経過とほぼ同じ状態が続いていることに

なるのである。

この地域における実態は決して否定的な側面ばかりではな く,い ち速 くみかん栽培を始めたり,

新 しい漁法を開発したりとlr・ ぅ進取の気性に富んだすばらしい過去もあるが ,今やはりこの実態       ―

を直視するところから始めなければならないと考える。                       「
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学校の実態

前述のような地域の実態の中で育 ってなた子どもたちが ,その地域と無関係ではないことは , ‐      t
差別事件の中で明確に表われている。

いい,悪いにつけ ,決して地域と切り離すことはできない存在である。

また子どもに親たちの願いが色濃 く反映しており,時 としては子どもをはさんで教員と親とが

あたかも綱引きをしているかのような状況も釜iま れる。

大部分の親たちは ,島差別として受け続けてきた教育疎外百年の歴史を背負っており:学校へ     /⌒

行くと棒うのは島外へ出ることであり,島の外にこそすばらしい教育があるととらえている償1面

が強 く,だ ・ヽ中の教育も他の地域以上にその予慌校的なものとして期待しているという面もある6

地域教育づくりへの発想の転換が通難なところである。

今日までの学校教育において ,こ れまで述べてきたような差別を助長して杯 く状況を打開する

方策がとられてきたかといえば ,同群教育運動が示しているようにやはり差別を温存助長する ,

いわゆる差別教育がなされてきたのである。

それを本質に返 していえば ,今日の社会の論理である競争の論理にもとづく序戸Jづけが常に底  、 、

流を形成してきて棒たことにあるととらえる.

競争の論理は ,一定の平等感を持たせ ,敗者を仕方がないとあきらめさせる作用がある。また

ある事態の価値観を全体の価値として優劣の判定にまで持ち込んでしまう。

本来教育はひとりひとりの人間の可能性をより望ましい方向に育成していくことが本務である    ｀

にもかかわらず ,む しろ序列を国定化する働 きをしている。

人間が相互に尊重し合い ,思想 ・信条などの経違は相違 として認め合いながら,一定の合意に

到達し協力し合って:社会を形成していくと杯う今日の民主社会は根幹におレヽて議同の論理で貫

かれていなければならない。

したがって,学校教育は本質において徹底した協理の論理に置 き換えなければな 1)な い c

そのために ,ま ず教師自身の変革が第一歩である。

今回 ,推進協において実施した実態調査の結果は ,学校における教育実践の結果の一製面の灘

定ではあるが ,全国的な水準に総体的に鐘達していないという結果が出てtr4る 。

とりわけ学力に関 って成就値のマイナス領白 ,つまり本来可能性として持 っている知能に対し

て ,学習効果が上 っていないといつ学力不振の傾向がみられることは ,学力保障の観点に立 って

みた時大きな課題である。

今日,学力観に対するさまざまな論議はあるとしても,人間の生きる力の基盤としての知能獲   ‐

得を誰 も否定することはできない。

学習適応性において,学級内の人間関係において ,いずれも多くの問題をかかえていることも

実態調査が明らかにしている。

なによりも問題なのは ,5ケ年の追跡の結果 として,こ の5ケ年間に改善の跡がデータ的に表

われていないという事実である。

この実態こそが今最大のFn5題である。

― 露 ―



同和教育とバズ学習の統合

今日なか差別構造のもとにある地域の実態 ,その影響下かり教師の体質も含めて克服じ切れな|■     ―́

い学校の実態 ,その中での生徒の実態を考えてみる時 ,学校教育に小ける解決の方向性は自ずと1:| | ■

明確にな っているととらえている。

まず ,学校教育の場において ,協同事態の設定に■貫性を持たせることで ,協同を自己の活動

を通じて体得させることであり,そ こでより望ましい人間関係を培 うことである。

それには ,これまでのように ,特男J活動は協同事態で ,授業は競争事態で進められてはならな      ‐o

いことはいうまでもな棒。

とりわけ ,1日 の学校生活の大部分を過ごす授業における改善がなによりも重要である。     「

認知釣雲標 と態度的目標の同時達成をねらうという,パ ズ学習の基本理念は ,今日の実態改善    ヽ
にまさに合致 していると考えておる彗

しかも,学力保障の観点に立 った時も,よ り有効度が高いという結果も出て棒る。また ,生涯  .   ヽ

教育の面からも欠力せ ない,学習技能の習得も協同事態で身に付けられ ,社会人としての資質が    :
涵養されるのである。

このように考えていくと,部落解放の課題にこたえられる学校教育の中ノ心課題は 。授業を軸に :

した学習活動の改善であるといえる。

しかし,¬投的にいって同和教育の生命は授業改善であるといってしまうと,_やはり大きく外       :
れてしまうのである。

それは ,そ の教育活動の中で育っていく子どもの側の問題である以前に,援助者である私達自

身がどうなのかとレ、う問題であるな

地域の状況を,親の願いを子どもの中に見棒出すと同時に,■方では教師の姿勢も大きく子ど  :
もたちに反映しているからである。

これまでが差別教育であったというのは ,地域と親と教師と'力 差`別することに関しては概ね合    ‐

意ができて棒たといつことになる。

したがって ,ま ずなによりも数師の主体的な変革 ,つまりこれまで身に付けさせられてき:た差  1     1
別体質の克服が大前提になる。

変革するためにはどうすればよいか ,これは解 ってはいるが具体的な行動に踏み切れない状況      ・

であろうと思う。そこに差別体質が現象しているともいえる。

今 ,何 よりも教師集団の徹底した論議を子ども中心に起こすことである。             ´

おわりに

同和教育の観点に立ち ,私達をとり巻 く状況と活動の問題点 とを極めて親略的にまとめた。

この道すじに今後の私達砂活動があると考えているからであるc  i
しかし;私達の活動を真に創造的な活動ム、と高めていくためには ,1ま だまだ多くの解決しなけ   _
ればならない課題があると同時に ,ま だとらえられてレ、ない課題もあるように思われてならない .

のである.ご指摘を受けたい。
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第 2分科会   幼稚園教 育

・  研究内容:遊びの中で経験を通していきいきと活動できる保育を考える

豊高校区推進協  就学前教 育部会

:     就学前,教育部会の活動    i     :
‐    豊高校区推進協就学前教育部会は, 1981年度から推進協直属の組織として誕生しました。

轟       '80年 度,推進協において組織内全児童・生徒の実態調査が 5ヶ 年計画で実施されることにな

多,その取多組みが始まった時点で, これまでの付属幼稚園という形態の中での弱点が明らかに
:        なってきました。

1 ‐     それは幼・線 へは小学校を経過して伝わってくるということからの情報不足,,それて任用`上の
違いと教員が少数であることなどからの研修態勢の不備があったからでした。

|         そのために各幼稚園FElの相互交流の必要性は認めながらも思うにまかせない現状でした。       :
 `    一方:地域になけ:る幼児教育に対する認識は,いわゆる子守ルをしてくれればいいことであっ

:       た0,小学校教育の先取ルが要求であったりであって,子どもの全人的発達にかいて幼児段階の ギ

教育がいかに大切な役害Jを持っているかにつ仏ては殆んど考えてもらえないというものでありま

■    した。 
´             ・

・    これは今日なか認識を深めていただいている状況では多りません。                   ′

このような背景からの,幼稚園教員の要求の中でつくられた組織です。
|     | '01年 5月 29日 (金)このような経過の中で第1回就学前教育部会が開催されました。

研修を積み上げていくためには,継続的に指導を受けられるように常任講師を依頼することに

|        な夕,美作女子大 村上例先生に就任しノていただきました。
翌年度から今日まで,広島文教女子大 土屋孝子先生にご指導を仰いでいます。
結成から今日まで,・本部会の研究主題は幼児の全生活そのものである「 遊び Jの中で,いかに

豊かな創造性をつちかっていくのか,即ち「 遊びを中核にした保育のあり方」でした。       ヽ

)     幼児は遊びの中で,生きるたしかさの総てを学習していきます。                  ~
=        

それを私たちはどう援助していったらいいのか。ここに中心をかいて,公開保育を行なってき
‐ 3       唆したも

オ     はじめは,私たち自身が子どものところでいう「 遊び」といわゆる大人の遊びの違いを明確に
していませんでしたし,管理としつけを混同した .り という段階でした。     _          '
結成以来 3年を経過した今日,や っとそのことがわかわかけてきたという段階だと思いますが    '

.     一方では過疎化が進行する中で幼児の減少によるタラス減など,新 しい課題も生まれてきていま
■      す。

また,子どものおかれている状況も大きく変化してきています。                  ``,
′       その中で,私たち幼児教育に携わる者の任務はますます増大してきています6

私たちの活動は,今スタートしたばかりで, これからどう子どもを守多育てていくかに焦点を     /
F     あてた, 日常実践を続けていきます。
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豊町立豊幼稚園

: 1      周囲が緑や海に囲まれ,ほ とんどの家庭が,農家でありながら,自然に親じむ機会が失われて     .́
■     いる子ども達です。肌で自然に親じむ中で,発見したり,感動したりする喜びを味わせるために   ン
、   国では,子ども達が中心になって,ニ フトリ・季節の野菜・花の世話などをさせています。1       ‐

‐     裏庭で取れたキ十~り ,ト マト,を使って子ども達で,サ ラダ作ルヘと,発展し,給食時に全国

ノ     児で試食しました.。  1      ・
,      毎日,子ども達は,登園しては手の成長を喜びながら,土の中に埋っている芋の不思議や,芋   _

1    を掘多当てようとする期待と,喜びを十分味わわせ,手の数や大きさを調べさせながら,焼き芋     J
I      を通して,収穫の喜ぴを持たせていきます。
.       また,園外保育を,たびたび行い,そ こで見つけたいろいろな植物や,小動物を,持ち帰り,     ・

‐           観察や,遊びにまで発展させています。そうする中で,遊具に依存じなく,圏 多のいろいろな物

を使うての遊びや,友華とかかわっての遊びが広がつていくようになりました。

・  3 本国では,体力作りとして,年FElを通し,乾布摩擦 。裸マラノンを行っていく中で,風邪ひき ,
―が少なくなり,又薄着の習慣が身につきつつあります。                     ´

l       町内の3園で,運動能カテストを行い,記録を基に,劣 二ている運動,特に昨年度は,飛ぶ力
| ′    がなく,遊びの中に工夫して取り入れ, 自然に身につけさせるように心がけています。又,偏干  :

足解消、と,竹ふみも,毎日行っています。

たて害J集団については1子どものようすを見ながら,子どもたちがその必要と,興味に応じ,

国内では, 自由に交流し,‐活動しています。

― お ―



保 育 指 導案

昭和 59年 10月 26日

はとぐみ (4才児 )男 子 10名

つばめぐみ (5才児 ):男子17名

うさぎ
・
く1み (5才児 )r男子8名

収穫の暮びを味わう。11 1

豊町立豊幼稚園

指導者  大

大

横

52名

番

亀

手

五十鈴

美保子

ひづる

1. 日

2.組

ユ 主 題

4.ね らい

5.保育計画

6月 25日

6月

時ヽ

名 女予

女子

女子

計合

１

１

１

卜

ヽ

―

プ

名

名

名

５

　

７

　

７

焼き手を通して収穫の喜びを未わう。

幼児の活動

T~
25日 1絵本「 大きな大き

|なおいも」を見て

1話し合うよ

|

水やり,草取り, |

観察をする。   |

○事はつるのどこにできるかを知らせる。

O土に植える方法を知らせる。

●間隔を考えさせながら,ひ とりひとルに植えさせる。

|,9絵本を見て,大きなおいもをどのように育てていった

| 
らよいかについて,みャなで講じ合

い奮させ, 喜ん
| で芋の世話ができるようにする。
|

○どスノな世話があるか話し合いをする。

○芋づると草を間違わないように見分けをさせる。

O水をやった後とその前の手づるのょうすに気付かせる
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10月 25日

10月 26日

本日の活動

○芋づるの成長の

喜びを絵で表現

する。

○芋づるを大切に

しながら草をぬ

く。

芋掘りをする。

○自分の植えた事

づるを掘 多おこ

|ド。

○くなに事がつい

ているようすを

見て喜ぶ。

0芋から出る白い

じるを不思議に

みる。

焼事をする。

O芋が育ってきた

ようすを思い出

す。 (絵をみな

がら )

○芋のつるで遊ぶ

○焼芋を食ドる。

○芋掘わの歌を唱いながあ芋掘多への期待をもたせる。

○芋掘ルを十分に楽しませる。

○一本のつるから大小いろいろな形の事ができているこ

とを実際に体験させながら芋の性質にも気付かせる。

○長いFH3事の世話をしてきたようすを思い出させる中で

芋への関心を深めながら焼き芋を通して収穫の喜びを

味わう。

― お ―



あそびの中での経験を通 していきいきと活動できる保育を考える

久 比 幼 稚 園

こどもは日々 の生活経験を基に成ピしている。健康な身体と心を育て,充実した毎
日が送れるよう環境を整備し,日 の々保育をすすめている。

豊奪内の就学前部会では,運動能力言ストを行い不得手な運動を平素のあそびの中

にくみこむなどして発達を,ながすよつと多くみ,今年度は基本的生活習慣調査も行
い, これを基に保護者の協力を得るようにしている。           |

1.本国の実態について

本園は小学校併設の幼稚国である。昭和55年度までは年令別2ク ラスであっ

たが,曜租 5ア・53年度は混合 1ク ラス,今年度は年令別2タ ラスタ来年度

は混合 1ク ラスとなり,年 園々児数が減少している。

2.健康について

本国では,朝みスノなで乾布まさつ。裸マラソン●竹ふみをして身体をきたえ

ている。

6.あ そび場コーナーの設置について

こども達は, 自分の好きなあそぴをしている時は実にいきいきとしている。

すろうとする意欲を育て, こども爾志のつなが夕を広げるよう絵本コーチー

造形コーナニ ,遊具コニナーを設け,年少児・年長児がかかわルあってあそ

びを発展させるよう配慮している。

4.ぁそびの経験の増大について

こども達の人数も少な〈な _り ,あ そびを知らない子が多い。みんなで室内や

戸外での集団らそび 。鬼あそび・ ジャンケンあそびなどをして,みスノなであ

そび楽しさを味あわせるようにしている。

5.合同保育について

豊暉内の沖友幼稚園と迦1回の合同保育を行っている。
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保 育 指 導 案
|:F■ :.1..: 1:::1.

豊町立久比幼稚困    ヤ

指導者  石 田 瑞 枝
田 中 時

(恵 、 1■ 1

1.日  時  昭和 59年 10月 26日
2.組 名  桃組 (4才児 )男 子 8名 女子 4名

}谷計 26名 = :
星組 (5才児 )男 子 6名 女子 8名

ユ 主 題  乗物をつくってあそぼう
4.ね らい  0い ろいろな材料を使って創意工夫し,みんなで協力して乗物をつ〈る。

O出来あがった乗物でみんななかよく遊ぶじ               
ア`

53保育計画

時間 幼 児 の 活
・
動 指 導 上 の 留 意 点

3 ○乗 った夕見たりした乗物について

講し合い, どんな乗物があるか知

る。

○好 さな乗物の絵を描いたり,粘土

で作ったルする。

○雰囲気を盛 .り あげ,話 しやすいようにする

○自分の好きtな乗わ物について発表したり,

のびのびと表現できるように助言する。

2 0乗物づ くりについて話し合う。

○乗物をつ〈って遊ぶ。

○どんな乗物を作夕たいか講じ合わせ,今ま
′

で集めている材料で膚J意工大して作れるよ

う助言する。

○乗って遊べる乗物づくりについて

話し合う。

0どのようにしたら乗れるものができるか材

料,つ くり方について考え,話 し合わせる。

○みんなで協力して,材料集めをす

る。

○事前に空箱などをとっておいてもらうよう

マーケットなどにお願いしておく。

0みんなで協力して材料を運ぶよう, ことば

がけをする。

1

本時

0みんなが乗れる乗物をつくってあ

そぶ。

○乗れる乗物をみんなで協力し,工大してつ

〈るよう助言する。
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あそびの中での経験を通 して,いないきと活動できる保育を考える

一.・ 自由あそびの充実を目ざして一一

沖友幼稚園 テi

ここ数年間の麗児数は,年少児 0年長児を合わせても10名以下の園である。  _       :
自由あそびの内容に変化がない, 自分から進スノで活動するのではなく,友だちがしているか

らする。友だちが気になり, 自分な力の考え,表現ができない実態があった。そこで,特に

あそびを数多〈経験させると共に,子ども達の好きなままごと。製作‐・水あそぴ。どろスノこ  ・
 11‐

あそびができるよう環境を整える。また, 自分な夕の行動・表現ができることを目ざす。

1.自 由らそびについて

1    0子 ども達は,取 り出しやすい一定の場所から,いつでも好きな時に,紙・ あき箱を出
しては,長 〈切った夕,切り紙模様,あ き籍製作等を行なう。
○ござ。ナイアを使って,草でごちそうづく夕をするなどのままごとあそびをする。
O園近 くのみぞで,かに取り,物を流したり,水流しを楽しむ。
O園児数4名の時の一年間の自由あそびは,戸外でポールあそぴ,プ ランコおにごi9年 , 1

ひこうなとばし。室内では,あ さ箱。紙・粘土。大型積み本。折夕紙 。あやとりで,

一人がはじめると他の子もや多始めるb登園してもみんなが何もしないで立っている

こともあった状態/Jbら ,不十分ではあるが自発的に遊べるよう_になってきた。

園児数8名の時の自由あそびと比べてみると,ど 多しても人数的に広がらないという

思いがする。

2.絵画製作面について

別々に離れてかく,用具を個々が違つものを使うことにより,友だちの真似,友だち

を気にしないで, 自分なりに表現するようになるよ

ユ 言語面について

「 私も」「 同じ」など,友だちと震じことを言うことが多いので, 自分の生活経験 ,

(家族・好きな食べ物など )自 分のことに関する発表,絵をかいてからのお話づ〈多

など,友だちと同じにならない課題を与える。    :
月曜日には,体みの日について,あそんだこと,`手伝ったこと等の生活発表をする。

4.その他について           :
0皮膚を鍛える,忍耐力を目的にはだかマラノンを行なう。寒くなってからは,下着だ

けで暖い時間に行なう。

○冬期になって,な わとび 。ボールつきの回数表をつける。これは,― 自分のできた数だ

け○印をはってい く。次の時に前よ多増えている数だけはる。目標に向ってするよう

に言わな〈ても,子ども達が進んで自分なりに取り〈んでいっている。
0豊同教就学前部会の取り組みとして,属平足矯正:のための竹ふみを行なう。

9毎週木躍日に絵本の貸し出しをし,読める子もいるがぅ子どもだけだと字をただ読む
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1.日 時

2.組 名

5`主 題

4.ね らい

というだけで内容までつかむことができないので,家の人と轟緒に読んでもらうよう

話をしている。また,幼稚園で読み間がせた絵本を貸りる傾向があるので;子ども達

に読んでもらいたい本を週に2, 3冊は読み開かせるようにしている。
O多人数でないとできないあそび,例えばゲーム・円形 ドシヂの経験と集団生活,集団

行動の経験と大きな集団の中に入っても,のびのびと活動できること等をねらいで週

1回程度,久比幼稚園との合同保育を行なっている。

保 育 指 導案

豊町立沖友幼稚園

指導者  池 内 文 子

昭稗 59年 10月 26日                       ・

年長児 (男子 6名 女子 5名 )

年少児 (女子 6名 )   i
おみせやさんごっこをしよう。

○おみせやさスノの品物を工夫してつくろう。

0みんなで仲よくおみせやさんごっこをする。        .

幼 児 の 活 動

0買い物をした時のことについ

て話し合 う。

0近 〈のか店に自分の好 きな,

みんなで分けることのできる

か薬子を買いに行 〈。

‐32-

指 導 上 の 留 意 点

○話し合いの中で,買 う時の言葉をはっきルと身

につけさせる。

○きちんと買い物ができるよう見守夕なカミら,必

要な助言を与えるようにする。

1 10昨 日した買い物にらぃそ話し

○何屋さスノにするか話し合 ,。
~

0自 分の好きなお英子をつくる。

○昨日した買い物について話し合わせる中で,か

みせやさんごっこをしようという気持ちを起こ

: させる。

○つ くろ うとする意欲が増すように色 々な材料を

準備 してお くら
・ |・

      :     1 11

時間



○店づくりの材料,拳飾等につ

いて話し合う。 |

0ダ ンボール箱,模造紙,机等

を使ってお店づ〈りをする。

○必要なものやお店づくりについての考えや思い

がみんなからでるよう助言する。    一

〇年長児と年少児が協力してお店づくりができる

よう助言する。            1

2

本時

・/2

○あき箱,包み紙, 自然物を使

つて,人形・首かざ多・ カノく

ン・車など,お もちゃやさん

にあるものをつくる。

O品物ならべをする。

○か店 ,

る。

品物について宣伝をす

○「 喜んで 買っても|

与えて,工夫 したり,

努力させる。

らえる=品物 Jと いう助言を

TrTマ千ァ
く言:,1響

|

|

|

|

0おかあさん達に買い手にな

てもらい,おみせやさんご

とをする6  ~

○大きな声ではっきクと言えるよう助言を与え為

○簡単な言葉のや _り と多だけでなく,品物につい

ての話ができるよう助言する。       i

∵33ニ
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一絵本 。童話の貸 し出しを通 して一

(本の楽しoがわかる子どもに)

大浜幼稚園 国 広 澄 枝

1。 はじめに

幼稚園における経験や活動の一つに絵本や童話がある。 1985年 5月 ～ 1984年 7月 の間の6

名の幼児 (男児 5塩 ,女児 6名 )についての図書貸し出し活動を通して,保育を考えてみた。
2.ね らい

絵本・童話の教育的意義は

① ことぱを豊かにし認識を育てる。
◎ 空想力を養い,イ メージを広げる。
③ 情緒の発達を促し,豊かな情操を養う。
① 美的なtンスと感受性を育てる。
③ 経験を広げ,知識を与える。 |
⑤ 知的好奇心や科学性の芽ぱえを育てる。
① 読書生活の基礎を養う。
があげられますが,まず楽しみ,それによって本好き7r_さ せることを第一の目標として取多組

んできた。

3 内 容

毎週土曜澤に自分で借″たい本を一冊選ばせ,手下げ袋に入れて持ち帰らせ,月曜日に返させ

る。本のかもしろさは,幼児自身には努力のいる文字読みから体得されるものではなく,絵を

見ながら,大人から聴 〈話を通じて生まれてくる。そして,そのかもしろさを知るとともに,

読む力がついてくるので懇談会等で母親にそのことをよくお願いしている。返却日にどなたに

読スノでいただいたのか聞くと,圧伊I的に母親が多〈,続ねて祖父母 。兄姉・本人・父の順位で

あった。持ち帰った本に対する子ども達の反応について「 何回も何回も読スノでもらいたがる J

「 ある場面がとってもすきでそこをじっと見ている」などと言った母親の話をよく耳にする。

また子ども達は一回ではなくて家族全員に「 5回 も6回 も読んでもらった」とうれしそうに報

告してくれている。本を楽じむ心が子ども達の中に少しずつ育っていっていることをうれじ〈

思っている。

昨年度の結果でみると,一人平均 55冊借 .り てお多,傾向として次のようなことがわからた。

①一度誰かに読んでもらった本 (教師の場合が多い )や前にみたことのある本を借多ているこ

とが多く,経験の乏しい一学期は特にこの傾rn~Jが強いようである。男児で「 しょうなぅじどぅ
しやじぶた」を4回続けて借りたり,女児では「 もじゃもじゃJを 5回続けて借わている。

②自分達が実際に経験したこと「千羽づるのねがいJ生活の中で,現実の生活とピッタリの本

「 どうしたのだいちゃスノ」または現実の生活にはないけれども,欲 しい,や ってみたいという

本「 はらべこのとこやさん」「 うそつなテンポJ「 そらいろのたねJを多く借多ていた。
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③勢の子の場合は,動物・乗物 。
・
科学の本,冒険心をそそる絵本「 かえるやとかげのなかま J

「 きょう多ゅう」「 い・
/pいろなひこうなJ「 かみひこうなJ「 ぐbと .く ら`のかいすいよく」を

借り,女の子の場合は

「

食べ物 らかわいい動物のでてくる話 。かわいそうな話の本「 ぼ〈のぼ

んわたしのぱスノJ「 あわがとうくまくん J「 ぐルとぐらJ「 ビッキーとポッキー Jを多く借わ

てlr・た。

4.かゎりに             1
0テ レビっ子といわれる現代の子ども達に働きかけるのは幼稚園ばか夕ではなく,むしろ読書

習慣の基礎を養つために:■ ひとわひと多の子どもを見守る母親の指導が大切でぁる。家庭生活

の象でこそ絵本・童話という図書の位置づけが大切であると思うので,今後そのことを母親に

お願いしていきたい。                1 11・     ■
〇入図当初は教師と幼児の触れ合いを栞:めるために,絵本・童話を手がか多として出発し,そ
: の後は,そのときどきの状況によっているので,よい絵本の選択,その与え方と工夫,さ らに

は個人差への配慮等を考えて,豊かな心をもった子どもを育てるよう:に したい。:

テ~了  遊びの中で経験を通していきいさと活動できる保育を考える。
一 自由遊びをいさいきとした活動と提えて下

1。 一饉の保育の流れについて

:  登置時から約 1時間 (8:00～ 9:00)を 自由遊びにしている。 (早い子どもはア時過ぎから
■; 登園している )かたづけ・手洗い 。排尿をし,学級としてまとまった活動にはいっていく。約
1時間 60分まとまった活動 (教師の発想になる活動 )の中で 集圏の中の一人として打ち込ん

:iだ あと,11轄ょり給食の準備をし,11時 50分頃よ夕12時頃まで給食の時間としている。給食

が終1る と,だ lv・Aたい 1時間程保育室よ多外に出て自由遊び,掃除をすまし入室して静かにか話

を聞いたタタ歌を多たったり,明 日の連絡事項等をして2時頃降園する。これがず日の流れの

かかまかなものだが,幼児の状態,そ の日その日の計画などによって,時間約にはかわるし,

また朝からまとまった活動1/Cは軽ることもあるふ

2.吾が園の自由遊びの実態

子どもにとって遊ぴは「 生活であり,生命である」したがって充実した子ども時代をもつため

には子どもは思多存分いさいきと遊ばなくてはならない。このことは教師もよ〈理解している

が,新築 4年 目の吾が園は,小学校と共有の固定遊具 (すべ多台・プランコ。雲梯 ●つ夕輪 。

鉄棒・スーパージム・ ジャングルジム・シーソー・登″棒・オーシャン )があり,申訳程度の

砂場があるだけで環境はよくない。

また純農村で自然には恵まれているが近くに雑草が生い茂夕,小石がごろごろし,本片があっ

た夕,古 タイヤ, うす汚れた場所,登 って遊べる木等子ども達にとっての本当の遊び場がない。

子ども達はそれら自然物を使い創意工夫して物を作った _り ,泥まみれになって遊んでいる姿

をめったFF_見 ることがなくなった。また教師の私む登我をさせないように,保育室でプロック

折紙 。ままごと0本読み等自由遊びの時間にしてかれば安心し,子ども達もみずから選んだ遊
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びなので楽しさは感じているのだろうが,自 由に遊ばせているようでも教師の銀が光二ている。

遊びからは心の底から「 ああかもしろかった。あしたもしたいね」と力いるばいに,忍耐づよ

く身体が疲れるまで真剣に遊んでいないと反省させられる毎日でぁるよ

だが子ども達のかわいt^瞳が誰はばかることな〈自分を出し切らて遊んだことがある。
'

①春の遠足,秋の本の実拾いにダムによ〈行く。その途中にまさ土の露轟した山肌があ夕,丁
度登多切ったところでそこは安全な所なのでよく体スノだぃり,か弁当を食べる。その後誰からと

もなくその由に登り,か尻からすべっておりてくる遊びを発見していたふ二人の子どもがする

と「 ぼくも,わたしもJと 誰が一番高い所に登れるか競争し,すべらてかわて来る時の顔は真

気で,少 しの傷などへ払ち暮らでズボンや下着は汚れに汚れ,破れそうになった子どももいた

が満足感で一杯の顔をしていた。

②近くの山に登った時のこと。みんなで探険ごっとなどで遊んだ。少し疲れ,大 きな山桃の本
|の
下で体んでいたその時,今度はこの本にみんなで登ってみようと言うことにならた。

本をざわざわとゅする子。大きな声を出して叫ぶ子。ぶらさがる子などその姿はさまざまであ

った。みんな真っ赤な顔をしていた。私が「 もうやめようJと言っても「 まだしたい。もうち

ょっと」と
｀
言らてながなか下わて来なかった。私はこのような遊びによって子ども達が人間ら

しい人F85に成長するのではないだろうかと思らた。

3,かわ多に

幼稚園における自Ei3遊びの時間は,『人間本来の探索行動であり,将来の人間形成にはな:く て
:はならない「遊び」を,1幼児みすからが選んで独立独歩して行なう大へん重要な意素をもつ時

間』であわ,その遊びは, なびし仏,真剣た,そ して楽しいものであるも:

教師はどのようにして真の遊びを子どもから引き出すか,そのため「 どのような環境を設定し」
遊びを望ましく発展さすために,「 どのょぅな指導助言をする力、Jこれが教師の役害Jと して

たいせつなことでぁると思うよ

― 郷
=



保 育 指 導案

指導者  国 広 澄 枝

2彎
if璽 :=:言
=蓑
信{重 }計警 .

5,主 題  お話づ くわ              ―
:::

4.目  標  ○自分の思ったことをいいながら,お話をつくるこ
Q友だちにわかるように話し,友だちの話を静かに聞く。

5c保育計画        |

保 育 の 活 動 いらね 目数

○本の葉や本の実を拾いに行 くも 0秋の自然に親しませ, 自然の変化に

気づかせる。    .  ‐
1日

2 ○拾もてきた本の業,本の実で数を

かぞえた。り, す唆ごとをしたり,

どんく
｀
夕人形を創った り́,棒ろい

ろな遊びをする6

0自 由に使わせセ遊びながら,い ろい

ろなことがらに気づかせるg

5日

3, 絵を描いたわ,絵

で遊ぶ。

の
　
む

葉

じ
　
　
　
　
　
　
カ

の

楽

　

　

し

多

作

本

を

び

出

作

形

い

現

遊

り

う

の

難

醸

輯

け

韓

鋤

○ ○身近にある自然物の形や色に気づき

喜スノで表現させる。  i   l
O模様風な表現にも興味をもらて,形
´
や色の取多合わせを自由にいるいろ

試みるようにさせる。

4晨

4 ○か話づ くりをする6 ○一人ひと多の話 しことばを大切にす

る。                」`

5 ○自分の作ったか話をみんなの前で

話す。

○みんなの前でも,気楽に話せるよう

に自信をもたせる。

本時

%露

③ 時間を日数で書いたのは,幼児の活動をす日の流れとして提えたためです。

二i37ニ
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遊びの中でぃ ない きと活動す る子供           ‐■ ::

ム 1  ‐          豊 島 幼 稚 園・

(1)豊島幼稚園の概要                           1    ‐

(2)園児の実態

半農・半漁の豊島では漁業家庭に他ではあま多見受けられない家庭事情を持?園児が多い6

両親が長期出漁のため養護施設の豊浜学寮から通園したり,祖父母・兄姉と生活している。 :

入園前は両親と共に婚上生活をし,狭い船室で一人遊びを余儀な〈され,、 生活も不規Ellであっ

た。歯みがき。手洗い・排泄 。挨拶等の基本的生活習慣がほとんど身につかず,語い量も少な
い。少人数集団で生活していたので社会性に久け,集団生活になじみ1/Cく い。

(3)取 多組み

基本的生活習慣の確立を重点目標lFCおき,付鐙して社会性を身につけることを目標に取多組ん

できた。又,今年度から早期教育を目的に5才児保育を開始,現在, 3.4才児混合, 5才児単
独の4ク ラス編成。 3.4才児を早く集団生活にとけこませると共に, 5才児の情緒面を安定さ

せるために,週 2回 ,合同保育を実施し,全国児の交流を図っている。

合零保育では講堂を利用し, リズム遊び o球技・ァットや平均台等を使って運動, 自由遊びを

し,皆で半日過ごすょうにしている。公議授業はその中のリズム遊びの一部を披露している。
(4)園児の好む遊び

室内遊び (ま 唆ごと。粘土・折紙 eィ

屋外遊び (乗物遊び 。ジャングルジム

(5)竹 の他の取り組み

5才児は春に安佐動物園見学,合同で春・秋,

等に各々園外保育をしている。

花壇や菜園がないのでプライターで稲作ルを

ス取リゲーム 。ジャンタングーム ●トランポリン…… )

・砂遊び・水浴び・サッカー・散歩 。宝探 し ,リ ンー )

2回島内遠足,員拾い,ススキ狩多,落葉拾い

したり,園児に一鉢づつチューリップ。水仙・ア
スター等の花を育てさせている3

家族との交流を深めると共に情操教育を目的に毎週土曜日,図書の貸し出しをしている。

率長期の園児の食生活を安定させ,偏食矯正を図るため給食指導をしている。

交通道徳を守らせる|:と と,集険防止のため,家庭の近くすで毎日,見送りをして軽る。
(6)今後の課題

※ 以上は総べてスライドを使用して提案します。   
´
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保 育 指 導 案

i        .:| |:|. 豊浜岬立豊島幼稚園

指導者  新 開 菊

曜矛目59年■0月 26日 ‐     ‐
1

柵

:輩 [:i曇 翼 堡

=重

}■ 1■
・
|111  

｀

リズムで遊ぼう。

りづムで遊びながら集中力を養い,感覚的なからだの基礎づく,り をする。

幼 児 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

に合わせて即時反応をす ξ喜碁曲に合わせて歩いた多走ったタリズミカ

美

1. 日 時

2.組 名
~

乙 主 題

4.ゎ らい

5.保育計画

ピアノ

る。

合図があったら握手する。

合図があったら手で頭を叩 く。

合図があったら手で鼻をつまむ。

合図があったら手で「 お星:さ ま

キラキラJ      :

みんなの知っている動物になっ

て即時反応をする。

ルに遊ぶ よう配慮する。

○』1轟,dの リズムを通宣rr_変えて拳いた夕走
った多楽 しく遊ぱせるよう助言する。

○遊ぶ前に物語多を聞かせ,表現しやすい場面を

教師が語多,ξ ,導 ,11の足音を表現して遊ぶ

ょう難慮する。
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足音を表現しながら遊ぶら

時間

2

2

本時



第 6分科会   「 複式教育のあ り方 J     ● :i li ll I:

4 ・、          推進協  沖友小学校  惣 明 修 市

はじめに

高度経済成長時代にはぐくまれた物の使い捨て,非協力:学力偏重,加えて無気力という :

一般的全国的な傾向を下敷にして,へき地のよさと悪さを兼ね1具え。た子どもに対し:て,何を

tノなければならないかということが提案の骨子とな_り ます。   ‐

1高度経基成長時代に生れ育った(物の大切さ場 力・学力・気力の不足 )

||

1藤
~¬

「褒丁ξlL________J

E

|へ

｀
産 地 性 il｀

l

|

単調な生活環境 (人約 )(物的 )

=¬

可¬ 二
TI社 会 性

|―一
一

‐ 却 ∵



1.小規模複式学級の問題点

授業・教材・生活面など。

2.児童活動のあらまし   ―

児童会・祭多ぱやし。生産活動 清掃・週行事 。学校行事など。

体力づくり

1 業間体育・全校体育など。

島という交通不便な地域に住む子どもは,生活環境が限られ,他地

域へ行くにも, 自転車で 20分位 走らないと交流できにくく,何かに

, つll■必要な要素が備わ多にくい条件下にある。加えて,少人数なので
お互いが親密感が強く,言語表現にたよらなくても,意思が通じるため言語力がたかま多に

くい。子どもたちは, 自ら学ぼうというよ力も,教師が教え.て くれるものだという気持ちが

強い。そこで正しい生活習慣を身につけさせ,学習を二り多様化し,創造的な層:考力や自己

表現のできる力を定着させなければならない。

まず,第一に,基本的な社会性を身につけさせるために,他人との出合いを大切にし,地

域
′
く
｀
るみで気持ちのよい挨拶がでなるように習慣化を圏る6第二 l・

C, 日常の言語活動を通し

:て,正 しい言葉の使い方を習得し,人前で自分の考えをはっきわ述べることのできる表現力

を身につけさせる。第二に:思考力・実践力をつけるために,身のまわルの不合理矛盾に気

づき,その原因をさく
｀
わ,将来を見通し,課題をもって追求できる力を養多。第四に,生命

を尊び,お互いを認め合い,協力して新しいものを築いていく人間関係を育てる。
このことを達成する原動力はたくましい体力・体位であ多,や 多ぬく気力と意志が基盤と

,な る。

以上を本校の教育課題として,その1具体化と実践に努力している。.
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第 3分科会   「 複式教育のあ り方 J

推進協  大浜小学校  広 :近 先 子

1.複式学級にかける授業改善の方向性はいがにあるべきか

先ず授業改善ということを,ど う観ていくか,どのような悽]面で考えようとしているのかが

課題となる。私達が複式学級における授業改善と松っているのは,人間関係を基盤とした教育
のあ夕方という,いわば今日的社会現象に観られる困惑な問題に追る方向として考えようとし

ているわけであるι又このことを郷土という観点から観ると,本校は複式学級という学級構成

を余儀なくしている。複式学級は過疎化の産物であるが遇疎化の産物であるが故に地域に対応

する教育が考えられなければならないと考える。人間疎外に追いやられる現状がこの地域にあ

るとするならば,その現実を直視した教育の営みが考えられてしかるべきであると思多6少な

くともそういった意味で人間関係に基盤を置いた複式授業の改善であるということがご理解い

ただけたものと思っている。

2, 児童が学習の主体者になるためには

毎年のようにスタッフが入れ代わる本校では,なかなか学習の深まルを感じることのできな

い面もあるが,それな夕に学習を進めていくパターンカ主必要である。初めて複式をもち,初め

てデイ学習に接する職員が容易に溶け込めるスタイルと低中高の児童の発達段階にそって単元

を見通す学習態度のパターンがプログラムに位置づけられなければならないと考える。

そこで低学年 (複式 )の場合を考えてみると,先ず単元の下位目標に位置づく学習内容をカ

∵ドに認し,どんな学習かを教師が説EAqする。その後どんな学習がしてみたいかを児童に尋ね

て意見を聞〈。学習内容カードには具体物が表示 してあるので児童は操作活動のできる学習に

興味を示す。ところで学■ll内容カードには学習順序が記入してないので,ど ういった順序で学

習するかを児童は教科書をみながら操作活動の時間を続けてカード1/C番号を記入していく。こ

こまでの時間が 45分を要するので複式の場合はズラシ案のプ轟グラムを作成しているふ低学

年の単元見通しについては別紙プリントにょって説明する予定である。

中学年は本年度は単式学級で中学年の初めての試みとして次のよぅな学習を展開した。最初

にプリテストを実施する。プリテストの右上に◎じるしをし,学習内容のポイントを記入し自

分達で計画を立てる指針とする。又プリテストの結果をみて児童はどの部分ができていなかっ

たかが理解できる。更にSP分析表を作成してそれを子供に提供することによって学級の実態
が児童自身にもわか》,学級全体の傾向が理解できる。従って児童が計画表を作成していく資

料として教科書・プリテスト・ SP分析表をみながら学習計画を立てていく一つのパタンを習
得していくことができる。 (詳細については大会要項参照のこと )

次に高学年であるが, 5・ 6年は複式学級である。この学年では教科書やフークブッタ (間

題集 )に よ多児童が学習計画を立て,それぞれの学習計画表に記入する。このカードは自己評

価活動としてのall面を兼ね備えたもので次の通夕である。        ,
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:                   ―、

― :算 数 科 学 習 計 画 表         ‐

|  ‐    1  ‐         年  番 ( 1   . )   ~
単元 4.量のいろいろなはかり方1  1  1 1 ‐              「

轍 F・l
一
題 論 つ  ぶ ■ や■ ilき

プリテスト

学習計画を立てる。

ひとつ もわか らないと思ったが,だいぶ

やってみた。

2

P4i3と 41

①平 均

◎ 平均をもとめる式がよくわかった。

6

P41の 3と 4

合計をして平均をもとめる。

◎ プリントがよくわかった。

4

P45           ´ ○ あるくはぱの平均の出し方がわかった。

、      以 下 省 略

この学習計画表の使用としては,学習内容がよく理解された時は◎,大体理解できた時は○

もう少し理解ができない時は△,理解できなかった時はX,と記号で評価の欄に書き込み,叉
つぶやきの欄には,こ こカミよくわからなかったとか, ここまではわかったがここのところうミよ

くわからなかったなどと記入するようにしている。

本時の学習で教師は,どの児童がよ〈わかっていないとか,学級全体でどのくらいの児童が

理解していないとかを把握するために授業終了後カードを提出させる。その結果をみて次時の

授業の進め方や学習計画をコントロールするわけであるが現在,児童達でこれらの調整を行っ

ていない。その理由は,学習計画の練多直しをする時FEDの問題について危惧するわけであるが

案外,思い切って学習計画の練多直しの時間をとれば,学習計画立案め能力とコミュニケーシ

ョンというか,全体の立場に立った話し合い活動の場が持てるので:む しろ本校の授業改善の

視点となっている人間関係を基盤にした教育へのアプニニチとな
iる のではないかと考える。

以上単元見通しについての本校におけるささやかな歩みであるが今後次のような課題を抱え

ている。

1.児童はプリテストに対して「 できないものJと して学習に対する興味と意欲を喪失させる

結果にはならないかという教師側の心配を他所に既習の学力をブルに生がして,そのFnt題に

肇わ組もうとする姿勢が見受けられる。然じ全く新しい知識,理解を要する単元には歯が立   i
たないといぅた感じである。       ::ヽ     ヤ
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2,能力差のある少人数学級では児童の申た,教えるもの,教えられるものというように位置
づけが固定化される6従 って教えてもらうという受身の形でな〈て「 ここがわから.な いので

, どう考えたらよいか 」と自ら求める学習態度を重視していきたい。                 |
6.人FE5関係を重視するバズ学習では,子供同志の働きかけができ,今まで理解に苦しんでい       _
た児童もやっとできたという満足感が持てるようになり,ク ラスの支えで今ま

tで
発表しなか

| 
った児童が発表しようとするょぅになった。しかし筒課題は残る。

4.複式学級での間接授業には教師が与え.た課題学習以外に児童の自主性が要求されるので聞      。‐
接授業の場をどう生かすかということにウエイトを置いた授業研究を進めていきたい。        ■

5.そ の外,低学力に追いやられている児童への働さかけとか,児童の自主性を十分に生かし

なっていないという実態がある。このことは.き め細かな学習がなされて|いないということ 、
であって授業と棒う学習実践の中で課題を克服していきたい。     i

(5。 集合指導について

全国へさ地教育研究会の発表内容の中で,小規模校がいくつか集まって教育活動を行った結

: 果,教育効果が得られたとぃうことにヒントをえて昭稗 55年度より第 1回 の集合指導が実施     | ‐
1

された。斎小学校が大浜小学校どの集合指導を考えたのは;開始当時 1名 しかいながった児童   :
(第 5学年女児 )が大規模校には適応しにくい面があるという判断で多った。

‐
力ヽけ離れた規模      1 1

の学校では,大集団に埋没されやすいので, 自分が集団の中で力を発揮したわ,集圏から認め ,

られやすい規模との集合指導を望スノだのではあるが,豊島小学校からの転入児の保護者は豊島      ‐

小学校との集合指導を望む気持は今もあるも

・  :(1)集 合指導の実施状況
(昭和 55年度 )
0週 1回

5月 12日 よ多実施           :
(躍稀 56年度 )
○週 1回毎週火曜日 4月 14日 より実施                          ｀

09月 27日  合同運動会
o5月 7日  大浜小学習発表会見学                              '
(昭和 57年度 )
05月 17日 よ多1週間

:   σ9月 10日 よ多10日間
09月 26日   合同運動会
010月 11日 合同遠足 (瀬戸田 )
012月 1日 よわ6日間
02月 6日   本浜小学校学習発表会見学       ‐  t::|
・
(昭和 58年度 )             i
06月 21日 よ多6日 FEl           

′
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09月 22日 よ多7日 間 この国から別船使用を中止して同栄丸で通学   1 ‐|

010月 2理  合同運動会 保護者も参加
02月 2日  合同学習発表会予行参加
o2月 5日  合同学習発表会

(2)昭和 59年度 集合指導計画  豊浜町立斎小学校 (昭 59.5。 21) ●

●111目  的     ■■   ‐ ‐、́              ・

学級の極少人数化から〈るFpl題点を克服し, よ多菫ましい学校生活を体験毯せながら学

力の向上をめざし,学習意欲と実践力を培う。          ‐ 11t'II  ‐

Oよ り大きな集国内での生活により]集団思考や集団行動のしかたを身につけさせ,調和

のとれた人間形成をめざす6                  ・

0広い友人関係をつく多,将来への期待感を持たせると共に,幅のある人間観を育てる。

○集団によってたかまりが期待し得る学習の経験をさせる。

O平素の単調になわがちな生活に節をつくり,活力ある学校生活をおくらせる。

21 場 所  大浜小学校                         ‐

み 実施時期                             「

○第 1回て第 1学期 )                    :   |
:通
常の学校生活に参加する。

6月 ア圏(本 )～ 13日 (水 )… ……・・ム・・・6日 F81               i

この間にしスポニソテストを実施し,最後の自にはか楽しみ会等を行なう。

o第 2回 (第 2学期 )
.■
運動会に参加する。 9月 60日 (、日 )

大浜小学校の練習開始PFt合わせて出向く。

全国バズ学習研究大会に参加する。 10月 26日 (金 ), 27日 (土 )―

0第 5回 (第 5学期 )

学習発表会に参カロする62月 う日C日 )練習は斎小で行い,予行と当日出向く。
○修学旅行  合流
○参加学年及び児童氏名

第 6学年 西岡清香,第 6学年 西岡浩子,第 2学年 北瀬奉文,。 西岡豊美 計 4名

以下省略   
´

後記

斎小とは島と島という悪条件を克服して集合指導に踏み切っている。極少人数のために

得られない集団思考の経験を獲得するために多くのものを犠牲にしている。斎小の勇断

に対して敬意を表しながら, この稿を終えたい。
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第 4A分科会 「 やる気を育てる授業改善 」
一 国語を中心に 一   :

推進協  豊小学校 坂 本 卓 ,夫

11`は
じめに                  :            |

従来,学校で一般に行われて来た学力評価・成緩評価の形態は,いわゆる相対評価と呼ばれ

るものではないかと思います。児童の学習結果をテストによって測定し,学級や学校での他の

児童との相対的位置関係を定める相対評価は,児童に序石Jをつけ格付けをし,不当な競争主義
をあか夕:児童の主体的な学習への意欲を失わせる結果を擢いていることは否定できません。
しかも,機能的には,学期や学年の終わⅢりに行われる総括的な評価が一般的であって,指導

前 。中・後の評価という観点が抜けているように思われなすふ

児童のやる気を育て,学習の効果を高めていくためには,どのよぅに評価を生かしていくか

という点からみると,従来の形態としての超対評価や機能としての総括的評価は, きゎめて多
くの問題を含んでいると言えます。どちらも,教師による一面的な学習結果の測定におわ多,
学習の調整機能を十分に果たしていないと言えます。

このような評価に対する新しい評価法として,形態としてf/D到達度評価:機能としての形成

的評価が提唱されています6至1達度評価とは「 外的客観的に設定された到達露標・到達基準に

照らした評価 Jであり,形成的評価とは「 教育活動が進展していく途上において,当面の目標
に対する列達度や学習状況などを把握し,それを教育活動の朝L道修正や指導の方向づけを tノ :

指導を適切,かつ効果的なものにする評価 」です6

本校でtiF■ ,ゃる気を育てる授業改善の一つの試みとして,評価 le_ぉぃては,到達度評価 。形

成的評価を行なっています。又,学習の見通 じを立て,学習課題をよ多たしかなものにするた

めに,課題設定までの手順を次のようにして作成しています。

2.フ ローチャTチ ャートによる指導案

教授 =学習過程

学習内容 指導過程 (フ ローチャー ト) 教材 。教具・留意点

〔導 入〕

1.1の場面

の音読

①

2.おかみさ
んのたぬき

る
　
せ
　
面
　
ｏ

じ

か

場

く

生

描
　
の
　
か

が

に

１

て

ち

頭

　

，

じ

籍

階

∝

断

の

状

い
　
へ

物

る

た

面

数
の
量
柾

登

景

読

絵

〇
　
一背
　
て
　
の

ｒ
‐
―
‐
―
―
―
・―
‐
」

(は _

露覇
ち

|
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の場面を読む

(1年 …・・・「 たぬきの糸車 」)



し
　
い

対

て
．

に
　
し

き
　
一不
　
ｏ

ぬ
　
を
　
る

一
救

肌

一
け

ん
　
の
　
囲

き
　
ス
　
範

み̈

ナ

容

か

イ

許

お
　
マ
　
ぱ

ｏ
　
て
　
れ

Ｆ

Ｌ凋
刊
ヨ

一機
‐持ちだ

〔評価'1〕

6.本時の目

標

|

O
Φ

I YES

５
　
分

た

と

さ

い

指

る

分

み

た

一
稜

え

部

か

せ

子

捕

た
　
か
　
ら

い

を
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，

とヽ
　
ぐ
、

き

掛

で

み

に

ぬ

仕

中

読

し

た

を

の

を

加

が

な

ル

ち

参

ご

ク

わ

わ

持

に

い

こ

，

か

気

業

た

■
・ヽ　
に
　
か
　
の

授

じ

○

め

の

ん

０

名

一―
―
‐―
―
―
―
‐‐―
―
―――
―
―
―
，，‘」

櫛
醐
勢
は

と
　
立
日

気

一問
　
ｏ

Ｊ

ぐ

は
一
尋

い

晩

む

て

導

た

な
　
つ
　
い
　
誘
　
せ

い

を

つ

ら

さ

れ

糸

に

か

化

さ

Ｆ

Ｊ

う

ジ

の

も

晩

ろ

一

月

て

る

だ

メ

Ｆ

き

え

い

イ

ｏ

で

こ

な

多

一―
‐―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

11

「

○学習のめあてを小黒板に書

■いて終了まで端た掲示。

「

0本時の学
軍
範囲を
肇
情び表

Lれるように斉読させる。

情景じ付

　

ｏ

貼
　
い

を
　
た

絵
　
せ

わ
　
ら

切
　
と

の
　
み

月

読

ｏ
　
を

Ｆ
Ｉ
‐
」

YES

晩 の

情景や様

子 が ゎ か っ

た
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〔展 開 B

l: 2の場面

の音読

④

2.´ 2の場面

の情景と様

子

⑤⑥⑦③③

〔評価2〕

ス́′の気持ちがわ

つた

刑
鵬

|

|

|

|.



0ふ と気付いたことが表れて

いる叙述箇所にサイ ドライン

を引かせる。        :
○引けたらA‐0・を緑色 ilCさ せ

る。

○隣席の者もできていたら答

合わせをさせ,二人の:意見が

■致したら手をつないで立た

せる。

―
―
」

3‐ おかみさ

んが|ふど
'気づいたこ

と。

⑩O⑫

4さ かかみさ

スプのたぬき

への気持ち

∞

〔評価6〕

かかみさんは,たぬきへ

どスノな気持ちになったか

rOかかみさんが,た ぬきへ興

1味を示 した心のゆらぎを読み
Lと らせたい。

へ
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オ
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と

達
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ド
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軸
癬
亀
嚇
せる。嚇
締
難
岬
嚇
中
霊
響」
中
一
織
餞

一―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ
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―
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ｒｌ
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ｌ
ｌ
一　
　
ｒｌ
ｌ
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―
ト
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Ｌ

12

分

二
お ―

5。 かかみさ

んに見えた

様子

⑮

6.かかみさ

スノとたぬき

の動作化

①

〔評価4〕

かかみさんがよく見ると

どんな様子が見えて

きたか。

の動きは正し

かかみさすとたぬきにな

ってやってみ よう。

③

③
ｌ
ｌ
ｌ



乱 課題設定までの手順及び課題の設定のしかた
´
  今,私たちの授業をふ多かえってみる時:一時FElの学習を次時の学習へとつな,ぎ ,発展さ
せることをなお・ざ夕にしている傾向がないとは言えませんふ本時で獲得した知識・技能や,

ゆさぶられた知的好寄心ハ その時,その場だけにとどまらないで,次の自主釣 。主体的な

学習に発展するために,次時の学習課題を明確にするごとは, と多ゎけ大切なことだと思い

・ ます基ただ:次時め学習課謹を明確たするには,本時の学習課題が明らかでなければなわま

せん。本時の目標が何であったか,その目的はどのように達成されたかを,教師ばかわでな

く,児童がなっきわと認識する:こ とが,次時の課題を明らかにする出発点ですぎ

次時の課題を明らかにするために,一般に多〈の授業では,終了時に次時の予告をすると

いう形がとられます。こ・こで教師は,児童に学習すべき目標を明らかにし,課題意識をもた

せ,意欲的・自主的な学習活動を起こさせるための手だてを具体的に提示します。

次時の課題は, これまで学習して来た内容を確認して定着させ,次の課題への関連づけを

し,学習を容易にさせ,展望を与えるものであるべきだと思います。そうすれば,児童は本

時で得た成就感をバネに,新 しい課題に立ち向かい, 自ら学習する意欲をもち,学習を発展

させていきます。こうして次時へのレディネスが十分にできあが、った時,次時の授業は生き

生きとした活動の場 1/Cな り, この繰り返しによって児童は自ら学ぴ,自 ら課題を解決してい

く習慣を形成することになります。

本校の課題設定までの手順を, 1年「 たぬなの糸車 Jを 素材にして次に述べます。

「 たぬきの糸車」の課題設定までの手順

主題  伊豆地方の風土の中で生まれ,語″継がれて来た民話である。いたずらだが憎めない

たぬきと人のよいかかみさんとの温かい交流の姿が美しい伊豆の出中を背景に描かれて

いる。

単元の目標

(認知的 )0人物の動作や表情などに気を付け,場面の様子を想像しながら読むことができ

るようにする。

○人物の様子のよく分かる所を視写し,かわいらしい様子の書き表し方に気付く

ことがでなるようにする。

10読み方や意味の分からない文字・語句に注意して文章を読み取ることができる

ようにする。

(態度的 )0登場人物の動作や表情を思い描きながら音読しようとする。
○自分の考えを大きな声で話そうとする。

内容と大事にしたい文

P24Ll
t

P25Ll
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錠
”　一

醸
油
一

こ多夫婦の暮

ら。いたず

場面 ペー ジ

きこり夫婦とたぬきは毎日どん

な気持で暮していたのですか。
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O山おくに,き こ夕のふうふがす

.■んでいましたo: :■ | :

.0‐けんゃなので,.まいばんのよ

そうにたぬき力まやってきて,いた

ずらをしました。

|○ きこ0は,わなをしかけまし2_。

間 1,さ こ多夫婦はどんな所に住ん

でいたでしょう。    ま■
FH1 2.た ぬムは,ど うして毎晩|の よ

■ うにやって来たのでしょうOf
問 3.き こ夕は,なぜわなを仕掛け

:|  たのでしこう。      ●

2 P25L2

1  :

P28L8
1素朴なおかみさんの人柄とた

ぬきの心の通い合い ●

0ある月のされいな晩のこと,お

かみさスプは車をまわして糸をつ

むいでいました。‐

Oキーカラカラ・1・ ::=

キ∵クルクル・ァ・…

○おかみさんは,たぬきをにが し

てやりました。

問 1.どんな夜でしょう。目に浮ん

でくる様子を話してください。

問 2● どスノな音が聞こえて来るでし

ょう。 1

FH5 3,た ぬきは,ど うしていたでし

ょう。

問 4。 おかみさんはなぜ助けたので

しょう。

たぬさと,おかみさんの気持ち

はどのようになって行ったので

5 P28L9

t~

P29L2

山の自然の変化によるなこ多

夫婦の生活場所の移動

○ゆきがふ夕はじめるときこ多の

ふ うふは,村へお _り ていきまし

た。

冬になると, きこ夕夫婦は, ど

:う しましたか。

問 1 どうして二人は,村へむりて
いったのでしょう。  ―.・

問 2.た ぬきは,どスノな気持だった

でしょう。

4 P29

1

P31

L5

L6

0と をあけたとき:かかみさんは

多っとおどろきました。 問 1 かかみさんは,ど
'し

ておど



ろいたのでけょつ。:

間2.ぉかみさんの気持になって書

き込みましょう。

5 P52Ll

t

P52L9

おどわながら帰って行くたぬ

なと,それを見送る碁かみさ

んの気持ち    :

0た ぬきは,ぴ ょこんと外にとび

お多ました。そして, さもうれ

しくてたまらないように,び ょ

スノぴ よこかど夕ながら,かえっ

ていきましたとさ。

たぬきやおかみさスノは,どんな

気持だったでしよう1。   _ゲ

問 13ぴ よんぴょこおど夕ながら帰

って行くたぬきは, どんな気

持だったでしょ、う。

問 2.その姿を見て,おがみさんは

どう思ったでしょう。

4.かわ。りに                                     ,  _
これからの評価は,指導の過程における評価にもっと目を向けるべきだと思います。1,時間 :■ ■1

の指導過程は,評価の過程であるともいえます。従って,何を ついつ 。どのように評価するか 1・ 1‐ t

を指導前に計画しておくことが大切です。そして,その評価は,すがての児童に「 最低限の学 :| :

力を保障するJと いう教育観に立った指導的な評価であるべきです。         「 l  i
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第 4B分科会  「 やる気を育てる授業改善 」
:      一 社会を中心に一

1         推進協  豊島小学校  山 形 義 晴

1 1。 研究の経過

(1)研究主題「 進んで学び,考えて,行動できる子どもをめざして 」
―…ひと夕ひとりが課題をもつて,仲間とともに学び行動し, ともに高まって

いく子どもをめざして 一  (間 〈一話す二考える一行動する )
(2)研究主題設定の理由

2.研究の視点

(1)児童の相互作用をとおして,ひ と多ひとりをいかす学習指導

・学力にかかわらず,どの子どもも真剣にとりくむ学習

・考えを出し合い,確かめ合って,考えをかえて棒〈学習
‐  ・高まろうとする意欲のある学級
。すみっこでひと夕と多残された子どものいない学級

(2}授業が成立するための基本的条件

す  。的確な学習内容の指示がなされているか。
,授業が児童ひと多ひと夕のものになぅているか。

:1 ,教師と児童のFE5に望ま,しい信頼関係があるか。

・必要にして十分な児童の掌握,教室環境の整備がなされているか。

(3)授業の組み立てについて

。児童相互の話し合いに重点をお〈が,話 し合いをどこでさせたらよいか。
・児童が主体的に活動できる場の確保がなされているか。

・本時の目標を達成するための中心過程などうか。

3そ こにいたるための準備として,基礎的な事項を確実にしておく過程はどうか。  .
・目標の達成を確認し,次時への足がかりをつくる過程はどうか。
乙 やる気を育てるために

(1)やる気の根底となるもの

(2)社会科学習にかける児童の傾向性

(3)バズ,単元見通し学習による学習過程

導入_プ リテストの実施

学習課題の提示と児童との共同による学習計画 ヽ

展開 課題へのと多くみ

課題の提示 ―→各自でと多くむ (個人学習 )―→グループで情報交換 (全体学習 )

→ 教師による補助修正とまとめ ― 各自またはグルニプで確認の学習

終結 教師の補足・修正とまとめ,児童たちの確認学習
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,       ポストテストの実施  :

必要に応じて補充指導

4二 指導の実践例
′
    (1)プ リテスト・ポストテスト作成について
 ́      ・単元を見通し,子どもの知識や経験を予想して

・資料を使って

:     (2)学 習課題の設定について
○子ども達が意欲をもうていないきと主体的にと多くむ課題を求めて

。単元を見通して,班で話し合って自分達で課題を決める。

・子どものもっている知識や経験を大切にした課題

・考え方にずれを感じさせるもの 一―思考の深まり

(3)課題へのと夕くみについて
‐    ,各  自 で 一一課題のうかみにくい子に対する手だて
,       ・ グループで 一―話し合いの進め方,全員で考え全員発言,対立意見 。まちがいを大切に

0学級全体で 一―各班から出された意見 ,考えをもとに, より深移思考を   :
。その時間の学習について思った事,わかった事をノニトに書 く    ｀

(4)地域のFE5題をと多入れて 一― 自分たちの生活と結びつけた学習

○豊島のみかスノfrtり

・資料集め ――役場や農家の人の話

○わたしたちの食料と日本の農業

・給食の中から農産物を見つける。

○豊島の漁業

・ 自分の家の漁業

・食べ物調べ

・たいの養殖

・豊島の漁業の特色と問題点,他地域との比較   ⌒

5` 今後の課題

― 鶏 ―



第 4c分科会 「 や る気 を育 てる授業改善 J

― 算数を中心に 一

=推
進協
｀
久比小学校 富 地 キヌ子

バズで学び育つ子どもたち   。

一 個の問いかけに応え,磨き合う学習集団づく
"T

l。 本校の歩み         :

(1)曜甜 58年度の研究と課題

(2)児童数減少の中で

。少人数でのパズの必要性

2.算数料とバズ

楽しい学習

。「 先生,.し ゃべらないで」

・先ず,話す。
。人の意見を自分の思考の組み立てに

(2)「 個の問いかけに応え,磨き合う学習集団づくわ」

。単元見通し学習へ

学習課題を持って

(3)バ ズする なかま

・言わない人がないように

。話 し合いに参 /」Eして

。人間関係を高めつ  ゝ  ＼

学校生活とバズ

(1):かはよう バズJ「 さょぅなら バズ J
。1日 の生活をバズで

― 贅 ―



(2)教育活動全領域で     ' i  l

。業間体育や児童会で

・   :籍互に尊敬と信頼を '  :

:  4。 今後の課題
:

・ バズを通 して生きる力

学習集団づく多での個の確立と変容

学習活動の効率化と人間関係

―

"ニ



: 第 5分科会   「 特  別  活  動 J

推進協  豊申学校  大 川':春 治

1.地域実態・教育課題

へき地は一般的な傾向として,他との交流が少なく,と かく閉鎖的・排他的で小さな社会から

脱却しにくく,進取的気風に劣ると言われている。ある面では当地もその傾向を避けることはで

菫ない。このことは生徒の生活においても散見される。自分達だけでは活発に言動するが,研究

会等では要ることも言えなくなるとか,他校との球技試合などで雰囲気にのまれ,平素の実力を

発揮じえないで終わることが度々ある。

本l「Jはほとんどが柑橘栽培を主とする専業農家で,製品は優秀で市場での評価は高く,県下に

おいて,最 も財政的に豊かな町だった。ところが 40年代に′入って,密柑の生産過剰のため,生

産費を害Jる結果となり,その不振を打開するため,単作の密柑から雑柑へ切 .り かえ、,よ うやく生

徒の目途がたちはじめた頃に襲った寒波は農家に壊滅的な打撃を与え,苦 しい生活は更に苦しく

なわ,議稼ぎを余儀なくされ,父親の不在家庭が増えて,生徒指導に新たな問題を提起している。

意識調査の項目の「 あなたはこの島を出て生活をしたいと思いますか」の結果は次のi邑 夕である。

1年 2年 3年

是非出たい 58% 55% 60¢

どちらでもよい 15¢ 25% 15%
出たいけど島にいる 14¢ 7% 8%
そ の 他 55% 15髪 17¢

学年の相違はあるが, 6年生の場合,島から出たいと答えたのは60%,過半数の者はこの島
の将来への展望をなくしていると考えられる。わずか8¢の者が跡継を考えているだけで,出た

いと希望する者が学年を違うごとに増加している事実に深亥1な F・5題が潜んでいると受けとめざる

を得ない。

〔生徒の実態〕

本校の生徒は比較的かとなしく,消極的でや 気ゝ追に欠けている。最近どこの生徒にも見られ

る言般的傾向かも知れないが,苦 しさに耐える気力 (´がまん強さ )のない生徒が増えているよう

な気がする。掃除や作業を嫌い,自分達です んゝでという姿勢は余多見られない。

そのような生徒がいると「 ぶっているJとか言 って冷やかな眼で見られるためみんなと同じよ

うなことしかしようとしない。   ,
生徒下人ひと夕と話してみると表面的に全 く何もないような生徒ですら,それぞれが′心の中に

不安・悩みをもって苦しス/でいることがわかる。本校での意識調査によると,学校生活が楽 しい

と答えたものが半数以上いるが,約 20%は 楽しくないと答えている。家庭や学校の中で常に満

たされず,疎外されているものなど,いろいろな課題を抱えていることも事実である。
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〔研究主題設定の理由〕           1 ・
今年度の教育目標 (重点課題 )の一つに「 バズ学習の深化充実により, 自主・協同・倉J造の学

校・学級づくりの中で,単元見通じ学習法の実践的研究を推進する Jを とりあげ,具体的な研究

テーマとして「 個と集団の質的向上をめざ:して Jを設定してとルくスノでいる0

バズ学習は相互援助であるといわれているもその相互援助とは,教える者と教えられる者が対

等の立場で,よ い考えをと多いれ、て自分のものをよりよくしていく,自分をよ多高めていくもの
F

である。換言すれば,人の考えを奪い合って自己実現し, 自己の確立をめざしていくものである

といえる。そこには幅広い理解を求めて1購報の正確な交換が必要であり,豊かな構想を求めて碁

発が尊重され,他人への関心と理解が深められ,相互の保障が認められなくてはならない。

正しく対話ができる生徒とは,素直に自分をぶちまけて自分の考えを大切にし,整理してllF序

よく話す生徒であ 1り ,他人の考えを大切にし, 自分のこととし聞くことのできる者のことである。

創造力を高めるということは,個々のもつ可能性 ,適性そのものを目的にもって内容のあるか

互いの話しあいや活動を通じての過程を大切にし,その相互作用によって高めあうことである。

この作用がすなわち倉J造力を高めることと提えている。

単元見通じ学習とは「 単元を通してのプリテストー→単元を見通しての内容説明 ―→課題提示

と自主的・協同的解決活動 → まとめ…→ポストテストニ■単元の補充強化 Jと いう一連の学習

法である。 (こ のことについては授業案を参照されたい )

2.テ ーマに追る学級での取多組み

生徒の実態として, 自分の意見を通し:他の意見を開こうとしない自己中心的な所がある反面 ,

話し合い等では,人の言動に左右されやすい生徒が多く,集団として域とまルにくい傾向がみら

れる。                .
この実態をふまえた上で, 4月 当初,道徳・学活の年間計画をたて,これを軸として集団とし

て高すっていこうとする力,差別・矛盾を指摘し,問題として提起できる人間を育成する1こ とを

目指し,取 多組みを進めてきた。ここでは,今までの取り組みのニタ」を述べてみたい。

(1)ク ラスロ標に?ねて

まず, 自分たちのクラスはどういった目的を持ちて一年間共に伸びていくのかを自覚させる

ため生徒自身にクラスロ標を話し合いによって考えさせ決定してい■た。

タラスロ標 0明るいタラス

0差別のないクラス

: ○何事も最後までく

一 相手の立場に立って考え,行動する。

じけずや多通す

しかし,1この時の話し合いの様子は,意見だけ述べるだけで,

た,反対意:見の理由はなぜか,等の煮つめた話し合いではなく,

いうだけのものになってしまった。
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なぜこの目標がいいのか,ま

ただ単に話し合いで決めたと



このクラスロ標についての話し合いで,次のような課題が見い出されてきた。 :■ ::.1:       |

① 話し合いのルールを身につけさせる。               t i l
・意見に対する理由づけをさせる。                    l

② 集団の下員であることを自党させる。
・発表の場を多くつくる。

・ひとわひと多が活動でき,個性が生かされるよう,活動内容を正夫する.  :

(2)個人目標について

個人目標をたてさせるにあたぅては,一人ひとりにクラスの一員であることを自党させ,、 ク      =

ラスロ標に向って各自がどうしていかなければならないか,何ができるのかを考えさせていも

、た。また掲示の方法も従来通りの短冊形式でなく,別のや ^り 方を考えてみようという意見から       ・

|タ ラス独自のものを正夫していった。そのことで,生徒は興味を持ち,意欲的な取多組みが行

われた。

(3)班新聞づくりについて

バズ学習において黙ったまま座っている生徒が多く, また逆に, 自分の意志を押し通そうと

する生徒もいる。このため集団としてのまとまりのつかない場面が多〈見受けられた。このこ

とから,班での作業を通し,一人ひと夕が活動でき,個性が生かされる場面をつく多,班での

連帯の意識を盛 り上げるために,月 一回,班での新聞づくつ を行なってきた。班で内容を考え,

構成・分担を決める。班員同志で協力して作る作業でお互いのアイディアを出し合い,批判 じ

合い,修正するのであるが,始めた当初は雑誌等のコピー,ア ンタート形式,芸能関係の記事

、が多く;班の個性・独範1性に久けていたが,国を重ねるごとに,社会分野にも視野が広が り́,

取材活動も活発になってきている。

(4)50分 学活について

50分学活では,教科バズを中し心に取り組みをすすめてきた。各教科の教科委員が中心とな
:九 課題 (問題 )を提示し,その課題に一人ひとりが取り組む。数分後,班でバズをして,わ

からないところや,間違ったところを教え合 9。 この教科バズで,なかなか他の話し合いでは

意見の出せなかったものが活発に意見を出すようになってきた。また,定期考査前には,各班

:で予想問題づくわを行ない,ク ラス全体で学習した。各教科の重要ポイントが明確化され,ク       ま

ラス全体で確認でき,学習の効果も上がづてきて棒るようである。                、

(5)道徳・学活について
麒
まと唆多ができに〈い集団 "と いうことから, 

は
集団とは何か "についての学習を深めてい

った。弱い者いじめ,仲間はずれ,等の実態がなぜなくならないのか,班ごとにバズをさせた。

その大きな原因は,人と同じことをしてい.ないと自分が逆の立場になるのではないかという危

機感がそうさせていること,ま た仲間はずれなどの場面に出くわした時, これはかかしいと思
・
1いつつも,注意した多止めた0すると

=ま
じめだと反対に非難されるから勇気がない, という

「意見が大半を占めていた。また,難か犠牲になれば, 自分が仲間はずれになることはないとい

う弱い心があり,それが表われていたのだという本音の意見も出てきたЪ
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これに関して,集団生活のルールについてふれてい|ぢ :たも集団生活のィレールを確立していく

ことは,弱い者の立場を理解し,支えていくことのみでな〈, 自分自身の人間性を高め,集団

を高めていく道筋であるということを, 自分たちの身近な事実を通して共に学んできた。

例えば,班ノートの申に「 僕は学校がいやだ Jと いう文があり,なぜいやか, どんなことが

いやなのかといるた内容は,書かれていながった。しかし, この生徒にとっては, これだけの
'こiと を書 くのが精 二杯だったに違いない。この文をもとに,学級で学習を進めていった。なぜ
:いやな0か ,学校がさらいな

'の
かを話し合いをしていくなかで, この文章を書いた生徒は,体

が小きく,動作が遅いという理由で仲間から疎外されていたことが明らかになった。また,タ

ラスの伸間は誰も助けることなく疎外する側にまわっているということであった。

もう二つの惧1は ,皮膚疾患があ .り , このことが原因でタラスの伸問,学年の伸問から疎外さ
lれていた。班ノートの中に「 A君がかわいそうJ「 いつもいつもいじめられている」などの提
i起
があり, これを受けて,話 し合いを行った。問題点を明らかにしていくなかで, A君は,疾

患を自分自身がどスノなに努力しても解決できないことであり,そのことで疎外されることは差

Ellで あるということに気づき, A君に対して,他のクラスから差月J釣な言動があれば,直ちに

クラス全体の問題として解決にむけてやっていこうということになった。

こういった取多組みのなかで,班ノート1/c集団のあ多方について自分たちのクラスの問題点

が明確になった等の記述もみられ, 自分たちの問題は自分たちで克服していこうという意識が

芽生えはじめてきた。

3.今後の課題

以上のように,個と集団の質的向上をめざすとりくみ ――集団づく力は:部分的には成果を見

たものの全体的には思め程進スノでいないというのがいつわらざる実情である。

(1)バ ズ学習の基本的な訓練の場でもあると位置づけた本校の60分学活で,教科バズでは一

定の前進を見た。しかし問題点をかな多残している。たとえば司会のし方では,みんなが自分

の考えを出せるように配慮するとか,発言者を片寄らないようにするなど, こうした点でとま

といを見せている。話し合いで,だれかが意見を述べるとそれに
1つ
いて流れる傾rn3がぁ夕,活

発な論議があまり見られない。話し合いのし方 。ルールカミ今一歩というところである。

とのような欠陥を克服するために,|バ ズ学習の基本的な訓練のねぱり強いつみ重ねを特に重

視する必要がある。   1

(2)生活行動についてのパズをしても,上記(1)と 同じで,意見の出しっばなしとか,賛成・反

対の理由に対する突っ込みがない。あっても弱い等なかなか話し合いになりにくい。

こうした状況を変えるための班ノートを活用しての集団づくりで,問題点を自分たちの力で

解決していこうという意識が芽生え始めたことはささやかではあるが大きな成果であった。

このことに展望を持って,弱い者いじめ,な かまはずれなどの場に直面した時, き然として

それを正し,あるいはまじめ人間という非難をはね返す人間になれるように指導を続けていく

ことが強く求められている。そうした克服なしには, 目標とする集団づく^り は考えられ
1ない。

そのことが,ま さに本校の集団づくりの重要な課題である。            '  1
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第 6分科会   「 単元見通 じ学習による授業改善 J

: ―   ::            推進協  豊浜中学校  望 月 民 雄

::     
本校バズ学習 ,7年の歴史を支えてきたものは地域の実態,特性をぬきにしては生徒の変容が

■   穀待できない, といち地域性重視の実践と伝統を継承することができたことである。昭和43年
.    以来毎年 1回は対外的な公開研究会を開催し年度末には実践研究誌をまとめてきた(現在 14集 )
i     その間,全国的なバズ研究大会 2回,文部省道徳教育,全国へさ地教育の研究大会各 1回 ,県単      |

位の同和教育と体力づくわ指定校発表の研究大会各 1暉 ,郡市単位の学校絵食指導研究会 2回,      、
‐ 1    (学 校給食指導で文部大臣賞 )な どを開催してきたも
'    バズ学習の取多くみとしても塩田芳久先生を中心に杉江・石田各先生の度重なる集中的ご指導に      参

ようて当初の復習パズから町内バズヘ,教科がズから単元単位の見通じ学習つま多単元目標の設
1    定か'ら課題の系列化,さ らにそれ、の取り組ませ方に至る一連のモデル指導案づく夕の段階にま
1   

で到達することができた。                             `
1.本年度の取夕組み

単元見通じ挙習についての研修,バズ学習の理論・指導案づくりから研究授業による検証へと

実践の方向づけをして校内研修を推進してきた。単元単位の学習目標を中心にすえた設計図を生

徒に示すことで,生徒のみでなく教師も学習の目安が立て易いし学習効果の判定も容易である。

しかし教材内容がいかに精選されても,課題へ取夕組ませるバズ技術というか学習技能訓練が不

足していると効率的な学習にならないわけで,車の両輪として双方の研究が必要である。

(1)研修内容の具体例

:     (イ )指導計画の要件について (単元見通しの意義,役割 )
1)達成目標を明確にする。

2)目 標達成にいたる方法を示す。 (課題 一覧表提ホ )    i
‐       5)そ れに取り組ませる方法を取る6 (と りくみの仕方 )   「
:   4)教

師のまとめ (生徒による課題処理の点検と修正 )
(2)課題によるパズ学習の指導とは

| :   教材研究の結果を通切な課題にまとめて指導する方法のことで, ここでいう課題とは,教       =
師によって作成され,生徒がその解決に取多組むべき問題 (仕事の内容 )の ことを意味する。
~生
徒は,その課題を達成する過程において認知的・態策的なものを学びとることになる。

(3)プ リテ
^卜
                                        '

~       プリテス
.卜

は,その単元の学習に必要とされるンデカネス的な問題項目から成るテストで

ある。その単元の学習の出発点の状況を知って,特に力点をおいて指導すべき所,それなど
1     時間をかけなくてもよい所などを明らかにし,指導計画に修正を加えることをねらいとする

アスト即ち,学習課題の学習の結果として期待される如識・概念 。理解・技能・能力などを

漫1定するためのテストである。

(4)校内研修
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校内研修については,本曜日(第 1週目を除く)を研修目に設定し,‐ 単元単位の学習指整

案及び
・
学習技能静麟 ,特に,パ ズ場面の事例研究を校内授業研究を通して継続研究をして       |

いる。                      .1.:(1: ::              ‐ ヽ
0 5～ 7月の校内研修にういては,各 自がうくった指導案にっいて再検討,及び, 1時FH3の´
・`
細案をかな,課題にと .り くませる方法 (1タルニプ・班・パパ)について研修          :  |
○ 理科・数学科の校内授業研; 5月上旬,指導案作りについて,塩田・杉江・石圏各先生か

ら指導を受け,その指導案をもとに公開研究会を行ない,指導を受けたふその時の評として
f_ 
教師が前面にまだまだ出すぎる。プリテストの意義・ 目的については:充分時間をかけて指

導したらどうかという指導を受けた。

O 英語科 。国語科の校内授業研究
2。 今後の課題

C)単元見通し学習の指導案を書いてみて,今までいかにこまされの授業をやっていたかに       :
気づいた。今学期は, 1単元, 4～ 5時間を単位にまず書いてと多くんだ。継続して研修      ′

を進めていくことは非常に努力を要するが,∵般的指導案モデルを足がかりにして,豊浜

中学校の生徒の実態に即した指導案づ くりを深めていきたい。

○ 単元見通し学習ilCと 多くむことにより,教師・生徒共に課題一覧表により,次のステッ
プ (課題 )の見通しができることから,家庭学習へのつなが夕を求めていきたい。

○  プリテストの実施により,1生徒の既習内容 `学力等の実態把握ができ,学習を進める上
で,ス内容の精選などに非常に良い しかし1単元の見通しをたてる時点でおこなうプリ
|テ不卜が,その課題にどう組み込まれ,ど う影響していくか, という点がまだかっち夕と

｀    していないので,今後の研究課題の一つであると思っている。

{二)町内イズについて

(1)町内バズとは

毎週 1回 (水曜日)6校時に,全校生徒が通学区域別集団として, 11会場に分散して出

向き,教科プリントを中心に自主的なパズ学習や地域活動をしている。

(2)町内バズが実践された背景

_離島で漁業家庭の多い地域であり, しかも漁業者の多くが県外への長期出漁を余儀なくさ       |
れているという実態がある。こめため留守家庭を守って通学している生徒の多くは,家庭環

境として多くの課題を背負っている。                   1・
(イ}家庭学習の習慣が育ちにくい。
{口}家庭的な愛情不足から情緒不安や対人関係についても孤立や対立を擢きやすい。          |
レ→ 学校におけるクラブ活動以外の,余暇のすごし方として地域の中で善用策はないか6
上記のことから,一部の教師が日曜日などに近所の生徒達を教員住宅に集めて学習を見て

やる程度の実践があり,学校では復習バズの実践があり, この形で地域全体にゆさぶりをか

けては,の空気がでた。昭和 47年夏の第 4回全国バズ研究会の時点では全校態勢で受けと

-61∵



めるまでになったち各地域ごとに会場提供をうけ,1学校・生徒 0保護者と地域ぐるみの町内

:バズが生れることになったも当時すでに姫路市立高丘中学校においてはEI姿 イヾイの実践がな   、｀: |
されていたという事情もあって,町内バズの技術面・運営面については,高丘中学校の実践      :

を取り入れることができた。 「

ユ 町内バズのねらい                         ,   F
(' 自主的な家庭学習の習慣化,地域ごとの仲間づくりと連帯感を高める。              |
`(イ)保護者が当番市1で町内バズに出席,わが手だけでなく地域の子でもとして見守ってもら      春

える人間関係をつ〈り,生徒・教師 0保護者・地域社会相互の信頼関係を育てる。         | :
(ウ ).地域清掃や地域活動を通じて,中学生らしい生活態度を確立していく。

4.実施方法                      :
(ア}会場は, 11会場

1イ }学習内容

5教科を年間計画表に従って教師が学年別のプリントを作成し,それぞれの会場で学習   |   |
‐ する。地域活動の日は,年間計画表に従って正副バズ長で指揮運営に当る。            |
(ウ}進め方                                       |

午後 2時 45分に全校生徒がパズ会場ごとにグランドに集合Q生徒会校外自治委員長の   _:|

号令で 2列縦隊,右 all通行のもとに各会場に`出発する。,この際,交通指導にも配慮する。      r
会場における町内バズの進行llE序 としては, 0ィ ズヾ長の号令 ○出席の確認 ○個人で      ■
課題に取多くむ 9学年ごとのグループでバズ ○解答 ○反省 (自 己評価 )0保 護
者の気づき発表 ○バズ長の号令 ○後片付 0解散                     :イ

{工}家庭学習へのつなが多
一応町内バズによって家庭学習への態度づくりや習慣化をねらった学習を経験させてい     .

るわけであるが,さ らに具体化させる試みとして,町内バズ用のメリントを作成する際,     |

別に 1枚家庭学習用のプリントをつ〈っておき,問題配布のときに疲してお〈。生徒たち     | ‐
:は町内バズ終了後,各 自,自宅で学習し,その結果にっいては,翌日本躍日の朝: 10分     「 マ

間のHRの時間に教科委員が正解を発表して各自が自己評価する方法をと,っ
「
いる。まネ      .

問題作成に当っては,な るべ くやさしいものを多く出して,で きる喜びと自信をもたせる     1 1
ように心がけている。
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第 7分 科 会 (集団づ くり): i

推進協 豊高等学校  黒 本   潤
はじめに

豊高校は ,1978・年 lIC大崎高校下島分校より独立して, 7年 目を迎えてふ覆す。

今昌まで,本校が一貫して取り組んできそいる教育課題は,「 被差別部落の完全解放を難 る

教育内容の創造 Jと い うことです。そして,この地域の教育疎外の歴史をはね返し,地域の子ど

もの進路保障を達成しうる地域高校の倉J造という展望をもってきましたc

その第一段階は,今 自の高校教育における集中的な行政差房:そ ある分校差男l轍廃のたたかいを

教育活動を中心にして組織し,独立猟 ヒを勝ち取ることでした。

それは同時に,こ の地嫌 かいて社会意識となつているといってもいい本校に対する差別意識

の解消にもつながることでした。

分校当時,生徒の多 くは教育疎外を受け続け,疲れ果て ,学習意欲はそがれ :低位とい う籍印

を押されて本校へたどりついたといっていい状況がありました。
｀
差別に対する怒りはあっても,

教育疎外の中で眠らされ,つれには自己疎外まで起こしている状況がありました。      i
今日の選別体制下において踏み合にされてきた彼 らには ,傷クなめ合い的な団結は多っても

`

かよそ協同を志向する学習活動は弱 く,いゎゆる弱い者いじめ的な行動が日常的にありました。

一方教師も,その差別実態の中で,自分の勤務している学校に対して強棒差別意識をもたされ

ていました。

こうした日常からの転機は,1969年に本校で起きた餞称語差男響事件を契機として,この地域

に起きた解放運動でした。

私たちは,自己の差別性に気付かされ,程互に点検し合う中で,何をしなければならないかを '

考え始め,分校の差別実態をはね返す分校部運動のたたかいへとつないでいきました。

そして,独立校化を達成し,被差別部落の完全解放を期すると棒うri・要の教育課題を幼 =小
・

申・高一貫教育態勢づくりの中核として ,さ らに入間関係を基盤にした教育の科学化をめざすバ

群 習との統合をはかる中で,すべての生徒の進路保障を達成していく取 り組みが展開されると

ころまできましたΦ

この取り組みは,今 日なか部落差別を温存助長させている社会構造を科学的に認識し,その変

革を課題 としてたたかえる真に民主的な主体者を育成することをめざしています。

ところが,独立校への展望が開けた時点での,自 分たちが新しい高校を膚1る のだと胸をはらて

入学し,独立を目前にして巣立 らていった生徒たちの意気込みが継承されているとは言いがたい

状況がありま・す。

授業中に活気がなく,い やれと言われればやるが主体性がなく,いわゆる他者依存型の生徒が増

加し,しかも依存する相手が棒なくてうろうろしているのそして'結局お五ね
rtc自 分勝手な毎動

をしても気にならないといった状況がいまだに克服されていないのです。

その大部分の生徒は ,‐ 豊・豊浜両中学校出身ではあっても,中学校当時とはその成員力撻鋒 ,
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しかも選別がかけられている中で,単なる成員集団であって準拠集団への高まりがほとんどみら

れません。

またo独立校になったとはいえ ,いまだに分校的な差別実態を残している行政差別があり,地

域社会の本校に対する差別意識は根強 .く 残っております。生徒をとりまく地域の状況に大きな変        
ヂ

革がみられない以上,直接的な背景といえる私たちの所ヘー度返して考えてみなければなりませ

ん。                   i
生徒の実態をどう受けとめるのか,ど こまで生徒の枠組に入っていけるのか,1私たち自身浄S克       夢
服したかに考えていた,生徒に対する差別意識の問題です。もう1つは私たち自身が主体者とな       :

りえているのかという問題です。                                   1 ,デ ヽ

私たち教師は ,自 らの差男1性をほりおこし,自 己変革をしていく営みを輔:に して,生徒と対面       
簑

じ授業改善をすすめて義かなければなりません。   j

入学当初ょり強い疎外感を持ってかり,自 分はどうせ駄自なんだという坐折感やあならめから

脱却てきないている生徒が多く,授業がわから:ないと投げてしまいがちな状況を克服じ,自 己の

かかれた立場を自覚じ学習意欲を高めるための教育内容の創造 ,特に学習集団づくりの取 り組み

について報告します。

まだ成果がみえているとは言えませんが,それは教員集団の反映であるととらえ粘り抜いてい

ヽ こうと考えております。

本校では教育指標として,「 自主」「協同」「創造 Jを掲げています。

しiかし,現状はなわめて不充分であり,まず自主性を育成するところから始めなければなりま

せんぅ

自主性は,具体的な活動 を通して,自 ら体得してい く性格の ものであり,そ の手だてをどう仕 .

組んでい くのかが,私たちの課題となってきます .

これまでの取 り組みは ,生徒に他者依存的な傾向が強い としながら,一方ではあたかも自主性

が身に付いているかのような,いわば建て前で押し通 していたのではなかろ うかび自主的 にやり

なさいとい うことが,結果的 1/Cは私たちの逃げになったこともあるのではなかろ うか。

そのあたりを見すえて集団づくりを考えた時,基本的には集圏決定方式を積み上げていかねば

ないないというところにゆきつきました。                     ‐

この方式によって,生徒が自ら討議に参加し,決定に参加したという自我関与の意識に支えあ

れ,衛動に結びつlrtていくことをねらっています。              |

次に,班編成ですが,集団への誘引度を高めるためには,成員の特性が充分配慮されたクルー

輩 成が望まれます。.昨年度までは,無作為にくじ引きによる構成と1ケ月での交替が定着して ‐

かり,変更はかなり困難でした。:                      :  ″

今年度,議 ,生に対して,基礎学力をつけ,学習意欲を高めるためにグループ構成を考え,少 ‐

なくとも 1学期は継続してはどうかと,塩田先生から御助言 lr.ただき:;実施しましたふ続いて 3

-64-



―

: ‐  
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轟
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年生が,さ らに 2学期からは 2年生も実施することになりました。

しかし,適切な集団課題が提示できなければ,ひ とりひとりが参加して:生き生きした集題討

議はなされません。適切な課題提示,情報提供等の準備をしっかりしていか籍ばなりません。

集団決定により,よ り高い集団規範がう くられ,それによってより望ましい行動が始まる。そ

して,ま た新 しい集団規範を求めていくといった方向べ進むため年は,集団決定に至るまでの粘

り強い点検と指導が必要になってきます。

集団討義を行なつために

言語力の弱さも指摘されているのですが,話し合いをしても司会ができない,話し方がわから

ないといった実態もあります。

し′たがって,集麗討議:のための基本轟型を提示し,それに基づいて討議させるという言;願から

始めなければなりません。そのことを通して,話し合いの意義をつかませ,話 し方,聞 き方のル

ールもしっかり確認略せていかなければなりませんc

それな討議に必要な態度形成の問題であり,成員の人間としての相互承認をつながすものだか

らです。

ただし,高校生と軽う発達段階を考えると,紺かいパターン提示でままなく,_骨格を示すにとど

め,内づけをする作業は生徒自身の手でやらせるという配酪 必要です。        il
その作業を通じて ,集団討議の意義を再確認することにもなるでし|ょ うG       i

高校生活のスメニ トに際し,入学式後のLERに おいて,学年通信筵より大きく2つの方向を

確認しました。                                          :

ひとつ l「_9私 たちのめざしている轟標は,だれとでも協同じてひとつのことをやり遂げてい く '

態度を養うことであり,この目標の達成は ,将来民主約な社会を建設していく上で最も重要なこ

とだということです。

もうひとつは,学校は,自分が自分のために学習していく場であるとぃうことです。そのため

には:自 らがすすんで学習していくという自主性が不可欠のものだということです。

この 2つ のことを確認することにより,八饉集置の中で,成長していくとい う基本的な.考え方

を提示し「 共に生きる集団づくりJを めざしていこうと提起しました.     ::
これらの目標に向けての具体的な活動の第一段階 として ,仲間づくりを轟的とした班編成を行

ないました。轟身中学校 (躯 )を考慮し,さ らにYG性格検査,入試の成績 ,中学校よりの問

きとりを加味して班編成をし,一日も早 くか互いに心を許して語 り合えるクラスメートになるた

めにまず知り合い話ができるようlrcな ろうとい う具体的行動 彗標を達成していきました。

その班を軸にして,学年通信「 自己紹介号」の作成,各班の重点目標づくり,等の活動 を徹

ってきましたc

その問 ,伸問づくりと並行して,生徒一人一人の現状をしっか りとつかみ ,何ができるか,ど
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こから始めればょいかを知るために,基礎学力検査 (国語,社会,数学)理科,英語 )知能検査

欲求検査,作文を行ないました。

これらの資料を整理し,学級調査を加えて学習集鋼づくりべむけての班編成にあたりました鳳

担任を申心として各教科担当にも参加してもらい,次の要領で班編成をすすめました。

(1)班の構成員は 4名 とする6

ゃ(癖 低位な生徒が多い数学と英語の学力検査のデータを中心にして学習班長を選ぶ。

(3)各班が等質になるように,ま た男女が組み合わされるょうに編成する。               _
総 学級調査,YG性格検査い とに修正を方露えるの           言

~

71:曾雷奮雪言ili7菫 詈曇曇1『FttΨ菫まし131F魯
鶴

F席

薇 めれ  1量 |

一学期 F87は ,こ の学習駆を中心にして,お互いに得意とするものを出し合い,分担し合い,協

力し合`っ て,学習活動をょり高めていこうということを提起したのです。

そして,学習活動において班をリードしていく学習班長を選出し,各班毎に集団として高ああ

っていくための目標を設定し,新しい班編成による学習活動をスメートしました。

さらに,各教科担当に,座席表を配右し,授業での班活動の状況を,メ モ程度にかな込んでも

らう作業を要請しました。

6月 5澤 ～8目 まで,学習集団として高まることを目的にして,庄原七塚原青年の家で集墨宿

泊訓練を行ないました。事前に実行委員会を組織し,生徒の手で要項や資料づくりも不充分では

ありましたができました。教師側からは,話し合いのルール等を提示し,それにもとづいて討議

するデ1練 を行な棒ました。ここでも集団決定方式にょって 1人 1人が決意表明をしてねくことを

行なっています。

6月 後半からは,生活指導を中心にして個別指導の徹底をはかるために面接を行なうと同時に

地域懇談会,家庭訪間を通して,保護者に協力を呼びかけ,「 学習集団づくり」の取 り組みの趣

旨,内容について説明をし,教育活動を理解して棒ただくことも,す すめてきましたc

夏体みに入って,1学期間の資料を整理し,ま ず子どもをつかみ指導の方向をつかむために事

例研究会をもち滅したふ

このことと,T学期の生徒の反省■意見をもとに総括をし,二学期にむけて新しい班編成を行  '     1
な棒ました。

今後の課題としてな
1,学
級 (学年 )通信が担任の狽1からの意志伝達や情報提供が大部分になっ       :

ているのを,生徒自らのものにしていくことがあります。その編集会議の場が討議のワ1鰊の場に      i

もなるはずです。

また,生徒が自己実現をめざして努力しうるかどうかは,彼 らが自己評価力を身につけている

かどうかfrCかかってぃます。

そのために,学習態度形成が重要であることを認識させるためlrc,全学習活動の評価シ_ステム

の改善が大きな課題となっています。   1  :
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